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保健・医療行政の拠点
特集 阿南健康づくりセンター完成

（愛称：あななん健康館）
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７月号	 [No.720]



　

本
市
が
平
成
29
年
６
月
か
ら
阿
南

中
央
病
院
正
面
の
市
道
を
挟
ん
で
南

側
、
宝
田
町
荒
井
に
建
設
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
「
阿
南
健
康
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
、
５
月
20
日
、

関
係
者
約
90
人
の
参
加
の
も
と
落
成

式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
は
、
徳
島

県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
（
Ｊ

Ａ
徳
島
厚
生
連
）
が
運
営
す
る
「
阿

南
医
療
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
に
伴
い

建
設
し
た
も
の
で
、
地
域
住
民
一
人

ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
を
総
合
的
に

推
進
す
る
た
め
の
施
設
で
す
。

　

７
月
２
日
に
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

の
業
務
を
移
転
開
始
し
、
一
次
救
急

（
初
期
救
急
）
を
担
う
夜
間
休
日
診

療
所
は
、
９
月
２
日
に
開
院
の
予
定

で
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が

保
健
・
医
療
行
政
の
拠
点
施
設
と
な

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

健康づくりセンターが市民の方に親しまれ、
認知度を高めるために募集していました施
設の愛称は、「あななん健康館」に決定し、
落成式当日に発表するとともに、「あなな
ん健康館」に応募いただいた方の中から、
抽選により畭町の原　健太郎さん（富岡東
高校２年）に記念品の贈呈を行いました。

（
写
真
左
か
ら
阿
南
市
医
師
会

前
会
長
　
岸
　
彰
さ
ん
、
岩
浅

市
長
、
原
　
健
太
郎
さ
ん
の
弟
　

原
　
孝
太
郎
さ
ん
）

施設愛称

「あななん健康館」に決定

（写真：落成式のようす）

保健・医療行政の拠点

阿南健康づくりセンター完成

至徳島市

市道荒井幹線
現
阿
南
中
央
病
院

市
道
荒
井
川
原
線

駐車場

駐車場

駐車場

至美波町

県
道
130
号
（
旧
国
道
55
号
）

阿
南
医
療
セ
ン
タ
ー

新
棟
（
建
設
中
）

阿南健康づくり
センター

阿南健康づくりセンター位置図

広報 あ な ん 2018.07　2



会議室

面接室
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２
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面接室
１
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啓発コーナー

健康広場２

診察室

待合室

ホール

保健センター
事務室

受付

会議室

面接室
２

相談室
２

相談室
１

授乳室

面接室
１

健康広場１

展示・
啓発コーナー

健康広場２

診察室

待合室

ホール

保健センター
事務室

受付

住　　所 阿南市宝田町荒井 6 番地 1

電話番号 22-1590（保健センター）

敷地面積 2,942.34㎡

建築面積 717.87㎡

延床面積 1,264.89㎡

構造規模 鉄骨造　２階建

業　　務
保健センター機能（７月～）
夜間休日診療所（９月～）

阿南健康づくりセンター施設概要
　　（あななん健康館）

２階　健康広場

１階　保健センター事務室 夜間休日診療所入口

地域住民の健康づくりを推進するための複合施設

健康づくりセンターは、１階に保健センタ
ーや一次救急（初期救急）医療を担う夜間
休日診療所など、２階には赤ちゃんから成
人の方までの健診や相談ができるスペース
を配置した複合施設です。
また、災害時には阿南市医師会会員の活動
拠点になるとともに、来春に開院をめざし
ています二次救急医療を担う阿南医療セン
ターの医師等の負担軽減を図るために建設
したものです。

施設平面図

１階 ２階

▲正面入口

夜
間
休
日
診
療
所
入
口

▲
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「笑顔・健康・活力あふれる健やかでこころ豊かなまち　阿南」の実現に向けて

健康づくりセンター（あななん健康館）
は、約140台の駐車場を確保してお
り、相談室や面接室を設けていますの
で、健康や乳幼児の子育てに関する相
談などお気軽にお越しください。

軽度の救急患者への軽易な応急診療を行う一次救急（初期救急）
は、阿南市医師会会員（開業医）の当番医制により、健康づく
りセンター内の「夜間休日診療所」（９月２日開院予定）と市
内の医療機関で実施します。必ず事前に当番医療機関または阿
南市消防本部（☎22−1120）で確認してから受診してください。

７月２日から、保健センター業務は、阿南健康づくり
センター（あななん健康館）内で行います

阿南健康づくりセンター内に移転する保健センター業務

主な業務 内　　　　　　　　　容

健 康 増 進 事 業
１．健康相談　　２．健康教育（阿波踊り体操教室や各種講演会など）　　
３．重症化予防に視点を置いた家庭訪問指導　　４．歯科検査指導連絡票事業　
５．健康診査（各種がん検診など）　　６．中学生のピロリ菌検査事業　等

特定健診・保健指導
１．生活習慣病予防のための特定健康診査　　
２．特定保健指導（保健師・管理栄養士による個別訪問指導および、運動・栄養

など集団教室の開催）

健 康 づ く り 事 業 １．あなん健康まつり　　２．阿南健康完歩マップ・積立貯筋通帳事業　　
３．美容室血圧計設置事業

食 育 推 進 事 業 １．第 2 次阿南市食育推進計画の推進事業
　（食育講演会、保育所等での食育事業）

精 神 保 健 事 業
１．精神障がい者の社会参加活動（ソーシャルクラブ阿南）
２．こころの健康講演会　　３．こころの体温計（市ホームページにて開設）
４．自殺対策計画策定　等

母 子 保 健 事 業

１．妊娠の届出（母子健康手帳・父子健康手帳の交付）
２．妊婦一般健康診査等（医療機関健診）　
３．乳児一般健康診査・新生児聴覚検査（医療機関健診）
４．乳幼児健康診査（集団健診）
　（股関節脱臼検診、４か月児・９か月児・１歳６か月児・３歳児健診）
５．健康教室（離乳食学習会など）
６．乳幼児相談（育児相談、発達相談、視力・聴力相談など）
７．フッ化物塗布推進事業（２歳児、４歳児） 
８．妊産婦、新生児・乳幼児訪問指導（こんにちは赤ちゃん訪問など）　
９．不妊治療費助成事業　等

予 防 衛 生 事 業

１．予防接種（Hib、肺炎球菌、Ｂ型肝炎、４種混合、BCG、麻疹・風疹、日
本脳炎など）

２．高齢者のインフルエンザ、肺炎球菌感染症予防接種事業　
３．子どもインフルエンザ予防接種助成事業　等

そ の 他 の 事 業

１．地域医療（夜間休日診療所）
２．犬の登録・予防接種、犬猫避妊・去勢手術推進事業
３．災害時保健衛生活動　　４．原爆被爆者の健康診断
５．骨髄移植ドナー等支援事業　等
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徳
島
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会

（
Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連
）
が
施
設
等
を
整
備

し
、運
営
を
す
る
「
阿
南
医
療
セ
ン
タ
ー
」

は
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
新
棟
の
建
築
工

事
に
取
り
掛
か
り
、
順
調
に
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
の
阿
南
中
央

病
院
（
耐
震
化
済
）
の
東
側
に
新
た
に
鉄

骨
造
り
６
階
建
て
の
新
棟
の
建
設
を
行
い
、

県
南
部
の
拠
点
病
院
と
し
て
、
ま
た
災
害

拠
点
病
院
と
し
て
の
機
能
が
果
た
せ
る
よ

う
整
備
し
ま
す
。

　

現
在
の
進
捗
状
況
は
、
新
棟
の
基
礎
工

事
と
免
震
装
置
の
据
付
を
行
っ
て
お
り
、

７
月
中
旬
に
は
、
地
上
部
分
に
鉄
骨
を
立

ち
上
げ
、
２
カ
月
後
に
は
鉄
骨
の
枠
組
み

が
完
成
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
設

工
事
の
よ
う
す
を
紹
介
し
ま
す
。

（
写
真
は
Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連
提
供
・
６
月
1
日
撮
影
）

建物を支える基礎となる部分にコンクリートを
流し込みます。コンクリートは１日約 200㎥
（コンクリートミキサー車約50台分）

建物の基礎となる部分のようすです。鉄筋組立
が完了し、型枠を組んでいます。このあと免震
装置の据付を行います。

新棟の建物面積が広いため、中央部分には工事車両の乗り入れ
台を構築しています。120トンのクローラークレーンも乗り入
れ可能で、資材や重機を必要な場所に移動させることもできます。

次回は、医療センター新棟建屋工事などのようすを紹介します

「阿南医療センター」完成後の周辺パース図

阿南医療センター工事の進捗状況
～平成31年春の開院をめざして～

シリーズ
地域医療の明日を考える〈 4 〉

阿南医療センター新棟

（建設中）

阿南健康づくりセンター
（あななん健康館）
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本
人
通
知
制
度
に

登
録
し
ま
し
ょ
う

　

本
人
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
等
が

不
正
請
求
・
不
正
取
得
さ
れ
、
身

元
調
査
に
つ
な
が
る
人
権
侵
害
が

全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
抑
止
力

と
し
て
、
本
人
通
知
制
度
に
事
前

登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　
①
制
度
に
つ
い

て
は　

市
民
生
活
課(

☎
22

－

１

１
１
６)

へ
②
人
権
に
か
か
わ
る

こ
と
に
つ
い
て
は　

人
権
・
男
女

参
画
課(

☎
22

－

３
０
９
４)

ま

た
は
阿
南
市
人
権
教
育
協
議
会
事

務
局(

☎
22

－

３
３
９
２)

へ

長
時
間
野
球
大
会
出
場
者
募
集

　

午
前
９
時
～
翌
日
の
午
後
９
時

ま
で
の
間
、
チ
ー
ム
を
リ
レ
ー
し

て
試
合
を
行
う
長
時
間
野
球
大
会

に
出
場
す
る
チ
ー
ム
お
よ
び
選
手

を
募
集
し
ま
す
。

日
程　
８
月
25
日
㈯　

午
前
９
時

～
26
日
㈰　

午
後
９
時

※
出
場
す
る
時
間
は
大
会
主
催
者

が
調
整
し
決
定
し
ま
す
。
１
チ
ー

ム
の
出
場
時
間
は
１
時
間
程
度
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

場
所　
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム

参
加
資
格　
小
学
３
年
生
以
上
の

男
女
。
市
外
に
住
所
の
あ
る
選
手

の
申
込
み
も
歓
迎
し
ま
す
。

参
加
費　
無
料

持
参
物　
シ
ュ
ー
ズ
（
つ
め
の
ス

パ
イ
ク
は
禁
止
）、
グ
ロ
ー
ブ

※
野
球
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
お
持
ち

の
方
は
な
る
べ
く
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の

着
用
と
ア
ッ
プ
シ
ュ
ー
ズ
の
使
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
７
月
31
日
㈫

※
市
内
の
各
野
球
連
盟
に
所
属
す

る
チ
ー
ム
は
連
盟
を
通
じ
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
野
球

の
ま
ち
推
進
課
（
☎
22

－

１
２
９

７)

へ

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

や
さ
し
さ
・
ほ
ほ
え
み
・

お
も
い
や
り 

～

　

私
は
、
名
刺
入
れ
に
い
つ
も
１
枚
の
メ
モ
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
少
年
は
13
歳
の
と
き
、
広
島
で
被
爆
し
た
。
枕
元
の
父
親

に
２
つ
の
問
い
掛
け
を
残
し
て
息
を
引
き
取
っ
た
。〈
お
浄
土

に
は
羊
か
ん
が
あ
る
の
？
…
お
浄
土
に
は
戦
争
は
な
い
ね
〉」

　

こ
の
文
章
は
、
平
和
擁
護
非
核
宣
言
都
市
の
市
長
と
し
て

時
々
、
あ
い
さ
つ
に
も
挿
入
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
も
う
１
枚
、
新
聞
記
事
を
し
の
ば
せ
て
い
ま
す
。
こ

の
１
枚
は
終
生
持
ち
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

あ
え
て
全
文
を
紹
介
し
ま
す
。

「
マ
マ　

も
う
パ
パ
と
マ
マ
に
い
わ
れ
な
く
て
も

　

し
っ
か
り
じ
ぶ
ん
か
ら　

き
ょ
う
よ
り
か

　

あ
し
た
は
も
っ
と
も
っ
と　

で
き
る
よ
う
に
す
る
か
ら

　

も
う
お
ね
が
い　

ゆ
る
し
て　

ゆ
る
し
て
く
だ
さ
い

　

お
ね
が
い
し
ま
す

　

ほ
ん
と
う
に
も
う　

お
な
じ
こ
と
は
し
ま
せ
ん　

ゆ
る
し
て

　

き
の
う
ま
で
ぜ
ん
ぜ
ん
で
き
て
な
か
っ
た
こ
と

　

こ
れ
ま
で
ま
い
に
ち
や
っ
て
き
た
こ
と
を　

な
お
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
ど
ん
だ
け
あ
ほ
み
た
い
に
あ
そ
ん
だ
か

　

あ
そ
ぶ
っ
て
あ
ほ
み
た
い
だ
か
ら
や
め
る

　

も
う
ぜ
っ
た
い
ぜ
っ
た
い　

や
ら
な
い
か
ら
ね

　

ぜ
っ
た
い　

や
く
そ
く
し
ま
す
」

　

ご
承
知
の
通
り
、
先
日
、
両
親
の
虐
待
に
よ
り
衰
弱
死
し
た

船
戸
結ゆ

愛あ

ち
ゃ
ん
（
５
歳
）
の
文
章
で
す
。
私
が
全
文
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
こ
の
文
章
を
切
り

抜
き
、
大
切
に
さ
れ
る
市
民
の
方
が
い
る
だ
ろ

う
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

現
場
の
ア
パ
ー
ト
か
ら
見
つ
か
っ
た
１
冊
の

大
学
ノ
ー
ト
に
、
覚
え
た
て
の
ひ
ら
が
な
で
書

い
た
文
章
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
理
不
尽
で
む
ご
た
ら
し
い
事
が

あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
不ふ

憫び
ん

で
、
不
憫
で
仕
方
あ

り
ま
せ
ん
。

　

人
生
の
つ
ぼ
み
の
時
期
に
、
あ
ま
り
に
も
儚は

か
な

く
つ
ら
く
、
１
字
１
字
に
自
分
の
生
命
を
削
り

な
が
ら
の
必
死
の
訴
え
だ
と
思
わ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
名
前
の
通
り
の
「
愛
を
結
ぶ
」
こ

と
が
で
き
ず
、
幼
心
に
も
無
念
で
あ
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

去
る
６
月
９
日
、
阿
南
市
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、

あ
い
さ
つ
の
冒
頭
「
ど
う
し
て
も
生
き
返
ら
せ

た
い
生
命
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
船
戸
結
愛

ち
ゃ
ん
で
す
」
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。
多
く
の

方
々
が
大
き
く
う
な
ず
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

市
内
１
９
７
人
の
委
員
の
皆
さ
ま
は
、
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
地
方
公

務
員
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
方
々
で
す
。
そ
の
活
動
は
、
高

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
の
安
否
確
認
や
見
守

り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
声
掛
け
、
医
療
や
介
護

の
悩
み
、
子
育
て
の
不
安
、
経
済
的
困
窮
に
よ

る
生
活
の
心
配
、
児
童
虐
待
、
さ
ら
に
災
害
に

備
え
た
取
組
な
ど
多
岐
に
及
び
、
そ
れ
ぞ
れ
私

な
く
献
身
を
続
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
立
派
な

方
々
ば
か
り
で
す
。
こ
の
委
員
の
皆
さ
ま
と
と

も
に
、
全
て
の
人
々
に
や
さ
し
さ
と
、
ほ
ほ
え

み
と
、
お
も
い
や
り
を
提
供
し
、
幸
せ
な
阿
南

市
に
し
た
い
も
の
で
す
。

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
土
地　
約
５
０
０
０
平
方
メ

ー
ト
ル
（
津
乃
峰
町
東
分
２
６

９
番
外
16
筆
）

新
日
本
電
工
株
式
会
社　

代
表

取
締
役　

白
須
達
朗
様
か
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
宅
地　

１
６
１
・
31
平
方

メ
ー
ト
ル
（
羽
ノ
浦
町
中
庄
市

１
番
地
２
）

富
岡
町　

吉
成
由
利
子
様
か
ら　
　

羽
ノ
浦
小
学
校
の
学
校
用
敷
地

と
し
て
の
活
用
の
た
め

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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保
険
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

限
度
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

　

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

は
、
有
効
期
限
が
７
月
31
日
㈫
で

す
。
８
月
以
降
も
認
定
証
が
必
要

な
方
は
、
交
付
申
請
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
限
度
額
等
の
支
払
い
に

つ
い
て

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き
、

窓
口
で
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

を
提
示
す
る
こ
と
で
、医
療
費（
１

カ
月
ご
と
）
の
支
払
金
額
が
自
己

負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し
に

伴
い
、
８
月
か
ら
、
70
歳
以
上
で

現
役
並
み
所
得
者
に
該
当
す
る
方

は
、
申
請
に
よ
り
「
限
度
額
適
用

認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
該
当
す

る
方
は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
医
療
機

関
の
窓
口
で
提
示
す
る
こ
と
で
、

自
己
負
担
限
度
額
や
入
院
時
の
食

事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

受
付
開
始
日　
７
月
２
日
㈪ 

申
請
に
必
要
な
も
の

●
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証　

●
印
鑑

●
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人

番
号
通
知
カ
ー
ド

●
来
庁
さ
れ
る
方
の
本
人
確
認
書

　

類
※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、

入
院
時
の
領
収
書
ま
た
は
証
明
書

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
国
民
年
金
保
険
料

免
除
申
請
を
７
月
か
ら
受
付

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が「
免
除
」ま
た
は「
猶

予
」
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
申
請
に
は
所
得
要
件
が
あ

り
、
本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯

主
（
50
歳
未
満
の
方
が
対
象
の
納

付
猶
予
は
本
人
お
よ
び
配
偶
者
）

の
前
年
所
得
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
分
（
平
成
30
年
７

月
分
か
ら
平
成
31
年
６
月
分
ま

で
）
の
免
除
申
請
を
７
月
２
日
㈪

か
ら
受
付
し
ま
す
。

※
過
年
度
分
の
免
除
申
請
は
、
過

去
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
申
請
が
で
き
ま
す
。

申
請
時
に
必
要
な
も
の　
個
人
番

号
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番
号
通
知

カ
ー
ド
、
年
金
手
帳
、
印
鑑
、
本

人
確
認
書
類
、
委
任
状
（
代
理
人

（
本
人
以
外
）
が
来
庁
す
る
場
合

の
み
）

※
退
職
（
失
業
）
し
た
こ
と
を
確

認
で
き
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
ま
た
は
離
職
票
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

の
皆
さ
ま
へ

　

現
在
お
持
ち
の
「
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
」
の
有
効
期
限

は
７
月
31
日
㈫
で
す
。
８
月
１
日

以
降
は
、
７
月
中
に
送
付
す
る
新

し
い
被
保
険
者
証
（
黄
色
）
を
お

使
い
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
後
期
高
齢
者
医
療
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
の
有
効
期
限
も
７
月
31
日

㈫
で
す
。
平
成
29
年
度
の
認
定
証

を
お
持
ち
の
方
で
平
成
30
年
度
も

住
民
税
非
課
税
世
帯
と
確
認
で
き

た
方
に
は
７
月
中
に
新
し
い
証
を

送
付
し
ま
す
。

※
高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し
に

伴
い
、
８
月
か
ら
現
役
並
み
所
得

者
の
う
ち
、
所
得
要
件
に
該
当
す

る
方
は
、
申
請
に
よ
り
「
限
度
額

適
用
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
保
険
料
の
決
定

通
知
を
８
月
初
旬
に
送
付
し
ま
す
。

納
付
書
で
お
支
払
い
た
だ
く
方
に

は
、
納
付
書
も
同
封
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

８
０
６
４
）
へ

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）を利用した緊急地
震速報の情報伝達訓練が全国一斉に実施されます。本市
では、防災行政無線、登録制メール配信、ケーブルテレ
ビ自主放送チャンネルで訓練放送を行いますので、ご協
力ください。
日時　７月５日㈭　10:00頃
ご注意ください　テレビ・ラジオ・携帯電話（緊急速報
メール）では放送または報知されません。
※気象・地震活動の状況等によって中止することがあり

ます。
問い合わせは　危機管理課（☎22−9191）へ

建設工事の一般競争入札（指名競争入札）参加資格
審査申請【追加申請】の受付

平成30年度に市が発注する建設工事の入札に参加を希
望される方は、申請書を提出してください。ただし、平
成29年中または平成30年１月に申請をされた方は不要
です。
平成29年度分より徳島県との共同受付を実施しています。

建設工事に係る測量・建設コンサルタント業務等の
一般競争入札（指名競争入札）参加資格審査申請【追
加申請】の受付

平成30・31年度に市が発注する建設工事に係る測量・
建設コンサルタント業務等および用地取得等に関する委
託業務の入札に参加を希望される方は、申請書を提出し
てください。ただし、平成30年１月に申請をされた方
は不要です。
平成30年度分より徳島県との共同受付を実施しています。
＜共通事項＞
共同受付期間　７月１日㈰～12月10日㈪

（土、日、祝日は除く）
提出書類等　市ホームページおよび徳島県電子入札ホー

ムページをご覧ください。
提出先・問い合わせは　総務課（☎22−3804）へ

緊急地震速報の
情報伝達訓練を実施

総務課からのお知らせ

7/５
㈭
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情
報
公
開
･
個
人
情
報
保
護

制
度
の
施
行
状
況
の
内
容

　

平
成
29
年
度
の
施
行
状
況
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

情報公開・個人情報保護の施行状況 　（単位：件）

開示
請求

処理
件数

　処理の状況
公開率開示 部分

開示 不開示 不存在

情報公開 37 37 17 20 0 0 100％

個人情報 11 11 0 8 0 3 100％

公開率（%）＝　 開示件数＋部分開示件数　 ×100
　　　 処理件数－不存在件数

問
い
合
わ
せ
は　
総
務
課
（
☎
22

－

３
８
０
４
）
へ

農
地
中
間
管
理
事
業
の

借
受
人
の
募
集
に
つ
い
て

　

農
業
経
営
の
効
率
化
を
進
め
る

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約

化
を
進
め
る
た
め
、
農
地
中
間
管

理
機
構
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

なお、郵送による試験案内・申込書の請求は、封筒宛名面に「試験申込書請求」と朱書きし、宛先を明記した返信用封筒
（120円切手を貼ったＡ４サイズのもの）を必ず同封の上、〒774-8501　阿南市富岡町トノ町12番地３　阿南市企画部人
事課へ請求してください。また、試験案内および申込書等は市ホームページ「採用情報募集」からもダウンロードできます。

申込期間　７月18日㈬～８月２日㈭
郵送（８月２日消印有効）または人事課へ（土日を除いた8:30～17:15受付）ご持参ください。

公務員として、高い志を持って市民と共に考え行動する人、自ら考え責任を持ってチャレンジする人を求めます!

くわしくは、７月２日以降に市ホームページまたは人事課で配布する試験案内でご確認ください。

《《《 阿南市職員を募集します 》》》
平成31年４月採用予定

お知らせ　今回試験会場には、駐車場がありませんので、送迎以外は公共交通機関を利用してください。
身体に障がいがあるなどして、試験会場において配慮（駐車場を含む。）を必要とする場合は、受験申込みの
際、人事課まで申し出てください。

注　意　　①試験申込みの受付は、申込期間内にて行います。
②申込書に記載漏れ、写真、返送用封筒等の不備があった場合は受け付けできない場合がありますので、時間

に余裕をもって申し込んでください。
③消防職員を受験される方は、体力検査も実施します。欠席された場合は失格扱いとなります。

試 験 区 分 採用予定人員 受　　　験　　　資　　　格
上級行政事務 ６人程度 昭和61年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた者。

初級行政事務 １人程度 平成４年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた者。ただし、学校教育法による４年
制大学において、２年を超えて在籍した者は受験できません。

上級土木技術 １人程度 昭和61年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた者で、土木工学に関する専門課程を
履修した者。

初級土木技術 １人程度
平成４年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた者で、土木工学に関する学科又は専
門課程を修了（見込み含む）の者。ただし、学校教育法による４年制大学において、２年
を超えて在籍した者は受験できません。

建 築 技 術 １人程度 昭和61年４月２日以降に生まれた者で、２級建築士免許以上を有する者又は建築工学に関
する学科若しくは専門課程を修了（見込み含む）の者。

機 械 技 術 １人程度 昭和61年４月２日以降に生まれた者で、機械工学に関する学科又は専門課程を修了（見込
み含む）の者。

保 育 士 ２人程度 昭和58年４月２日以降に生まれた者で、保育士資格及び幼稚園教諭免許の両方を有する者
又は平成31年３月31日までに保育士資格及び幼稚園教諭免許の両方を取得する見込みの者。

幼稚園教諭 ２人程度 昭和58年４月２日以降に生まれた者で、幼稚園教諭免許及び保育士資格の両方を有する者
又は平成31年３月31日までに幼稚園教諭免許及び保育士資格の両方を取得する見込みの者。

職務経験者
【保育士】 １人程度 昭和58年４月２日以降に生まれた者で、保育士資格及び幼稚園教諭免許の両方を有してお

り、保育所（園）等での保育の実務経験が５年以上ある者。
職務経験者
【幼稚園教諭】 １人程度 昭和58年４月２日以降に生まれた者で、幼稚園教諭免許及び保育士資格の両方を有してお

り、幼稚園等での保育の実務経験が５年以上ある者。

保 健 師 １人程度 昭和63年４月２日以降に生まれた者で、保健師免許を有する者又は平成31年３月31日まで
に当該免許を取得する見込みの者。

管理栄養士 １人程度 昭和63年４月２日以降に生まれた者で、管理栄養士免許を有する者又は平成31年３月31日
までに当該免許を取得する見込みの者。

運 転 技 師
【清掃】 １人程度

昭和58年４月２日以降に生まれた者で、準中型（準中型５ｔ限定及びＡＴ限定免許を除く）
以上の運転免許を有する者。また学校教育法による４年制大学において、２年を超えて在
籍した者は受験できません。

上 級 消 防 ８人程度 昭和63年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた者。採用後は、市内に居住すること
を必要とします。

初 級 消 防 ２人程度
平成４年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた者。ただし、学校教育法による４年
制大学において、２年を超えて在籍した者は受験できません。採用後は、市内に居住する
ことを必要とします。

第一次試験日は、 全職種　９月16日㈰　
消防職員を受験される方は、９月15日㈯に体力検査を実施します。

問い合わせは　人事課（☎22－1112）へ
広報 あ な ん 2018.07　8



情
報
公
開
･
個
人
情
報
保
護

制
度
の
施
行
状
況
の
内
容

　

平
成
29
年
度
の
施
行
状
況
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

情報公開・個人情報保護の施行状況 　（単位：件）

開示
請求

処理
件数

　処理の状況
公開率開示 部分

開示 不開示 不存在

情報公開 37 37 17 20 0 0 100％

個人情報 11 11 0 8 0 3 100％

公開率（%）＝　 開示件数＋部分開示件数　 ×100
　　　 処理件数－不存在件数

問
い
合
わ
せ
は　
総
務
課
（
☎
22

－

３
８
０
４
）
へ

農
地
中
間
管
理
事
業
の

借
受
人
の
募
集
に
つ
い
て

　

農
業
経
営
の
効
率
化
を
進
め
る

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約

化
を
進
め
る
た
め
、
農
地
中
間
管

理
機
構
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
て

農
地
の
借
受
け
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
７
月
か
ら
９
月
末
ま
で
に
公

益
財
団
法
人
徳
島
県
農
業
開
発
公

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
ま
た
は
市
農

林
水
産
課
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
農
地
の
貸
付
け
希
望
の

方
に
つ
い
て
は
、
年
中
受
付
を
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
（
公
財
）
徳
島

県
農
業
開
発
公
社
（
☎
０
８
８

－

６
２
４

－

７
２
４
７
）
ま
た
は
農

林
水
産
課（
☎
22

－

１
５
９
８
）へ

公
共
下
水
道
受
益
者

負
担
金
の
納
付

　

平
成
30
年
度
の
納
付
書
は
８
月

上
旬
に
受
益
者
に
発
送
し
ま
す
。

　

納
付
対
象
は
、
分
割
払
い
で
納

付
さ
れ
て
い
る
方
や
平
成
29
年
７

月
以
降
供
用
開
始
に
な
っ
た
土
地

で
、
納
付
猶
予
を
受
け
ら
れ
て
い

た
方
な
ど
で
す
。

納
期　
８
月
、
11
月
、
２
月

口
座
振
替
の
手
続
き　
口
座
振
替

（
分
割
払
い
の
み
）
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
次
の
金
融
機
関
に
「
口

座
振
替
依
頼
書
」
を
備
え
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
７
月
13
日
㈮
ま
で

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

阿
波
銀
行
、
徳
島
銀
行
、
四
国
銀

行
、
高
知
銀
行
、
阿
南
信
用
金
庫
、

四
国
労
働
金
庫
、
阿
南
農
業
協
同

組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
阿
南
市

内
各
店
舗

問
い
合
わ
せ
は　
下
水
道
課(

☎

22

－

１
７
９
６)

へ

市
内
事
業
所
の
経
営
者・

管
理
者
の
皆
さ
ま
へ

　

本
市
で
は
、
差
別
落
書
き
等
の

防
止
の
た
め
に
公
共
施
設
や
量
販

店
の
ト
イ
レ
な
ど
の
定
期
的
な
巡

視
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

各
事
業
所
に
お
い
て
も
、
人
権

を
ふ
み
に
じ
る
悪
質
な
落
書
き
等

を
防
ぐ
た
め
に
、
ト
イ
レ
や
人
通

り
の
少
な
い
箇
所
等
の
定
期
的
な

点
検
を
実
施
し
、
ト
イ
レ
な
ど
は

常
に
明
る
く
、
清
潔
感
あ
ふ
れ
る

も
の
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日

頃
か
ら
落
書
き
し
に
く
い
状
況
を

つ
く
る
な
ど
の
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。

差
別
落
書
き
を
発
見
し
た
ら

　

万
が
一
、
人
権
を
侵
害
す
る
よ

う
な
内
容
の
落
書
き
な
ど
を
発
見

し
た
時
は
、そ
の
場
で
消
去
せ
ず
、

落
書
き
の
部
分
を
紙
ま
た
は
色
つ

き
ビ
ニ
ー
ル
等
で
覆
い
、
人
目
に

触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
、
早
急
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

人
権
教
育
課

（
☎
22

－

３
３
９
２
）
ま
た
は
人

権
・
男
女
参
画
課
（
☎
22

－

３
０

９
４
）
へ

526

「
住
む
な
ら
阿
南
」

ギ
ン
グ
コ
ー
ス
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
な
ど
が
揃
い
、
し
か
も
安
い
。

野
菜
や
魚
も
新
鮮
で
、
自
分
で

調
理
す
れ
ば
東
京
で
は
め
っ
た

に
食
べ
ら
れ
な
い
料
理
が
驚
き

の
値
段
で
並
び
ま
す
。

　

今
、
地
方
の
活
性
化
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
都
会
は
可

能
性
に
溢
れ
、
１
つ
の
事
で
も

突
出
し
た
才
能
や
技
術
が
あ
れ

ば
成
功
を
手
に
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
若
い
人
が
憧
れ
、
挑

戦
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で

す
。
日
本
が
世
界
の
経
済
大
国

で
い
ら
れ
る
の
も
そ
ん
な
若
者

た
ち
の
思
い
が
あ
っ
て
だ
と
思

い
ま
す
。
そ

し
て
そ
の
恩

恵
が
地
方
の

豊
か
さ
に
も

繋
が
っ
て
い

る
こ
と
も
事

実
で
す
。
わ

が
子
も
高
校

生
。
ほ
か
の
子
と
同
じ
く
都
会

に
憧
れ
る
年
齢
で
す
。「
頑
張

っ
て
こ
い
」
と
送
り
出
し
て
や

り
た
い
気
持
ち
と
、
こ
ん
な
素

晴
ら
し
い
故
郷
が
君
に
は
あ
る

ん
だ
と
い
う
こ
と
も
伝
え
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
は
、
十
八
女
町
の
森
岡
和

美
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

美
馬
市
生
ま
れ
の
私
が
阿
南
市

に
移
り
住
ん
で
22
年
に
な
り
ま
す
。

そ
の
前
は
東
京
に
７
年
間
住
ん
で

い
ま
し
た
。
叔
父
か
ら
「
仕
事
を

手
伝
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と
話
が

あ
っ
て
悩
ん
だ
結
果
、
帰
徳
を
決

め
ま
し
た
。
決
め
手
は
大
学
１
年

の
夏
に
叔
父
の
仕
事
を
手
伝
っ
て

阿
南
市
内
を

回
っ
た
時
の

思
い
出
で
す
。

橘
湾
の
美
し

さ
と
人
の
優

し
さ
に
触
れ
、

こ
こ
に
住
ん

で
み
た
い
と

思
っ
た
こ
と
が
心
の
底
に
ず
っ
と

あ
り
ま
し
た
。

　

住
み
始
め
て
そ
の
思
い
は
確
信

に
変
わ
り
ま
し
た
。
一
番
嬉
し
か

っ
た
こ
と
は
仕
事
の
拘
束
時
間
が

短
い
事
で
す
。
東
京
時
代
は
朝
７

時
前
に
は
電
車
に
乗
っ
て
、
帰
宅

は
早
く
て
夜
９
時
で
し
た
。
所
得

以
上
に
生
活
は
良
く
な
り
、
近
く

に
海
水
浴
場
、
ゴ
ル
フ
場
、
ジ
ョ

羽ノ浦町
唐住 利明さん
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次の市営住宅への入居者を募集します。
〈一般募集住宅〉

住宅名 所在地 戸　数 間　取
中川原 横見町中川原 1 ３ＤＫ

橘 橘町幸野 2 ３ＤＫ
入　田 新野町入田 １ ３ＬＤＫ

赤　池 那賀川町赤池 １（単身可） ２ＤＫ
（事故物件）

春日野 羽ノ浦町春日野 １ ２ＤＫ

◆申込資格等　次の①～④の全てに該当する方
①阿南市に住民登録または勤務地を有し、持家がないなど

居住に困っていると認められる方
②同居しようとする親族がいること。ただし、婚約者の場

合は、入居を指定した日から３カ月以内に結婚し、同居
できる方に限ります。

③政令で定める収入基準を満たす方
④申込者および同居する親族が暴力団員でないこと

◆申込みに必要な書類　
①市営住宅使用申込書（住宅・建築課備え付け）
※申込書には押印が必要。

②入居希望者全員の住民票
③収入を証する書類（所得課税証明書、源泉徴収票（給与

支払明細書）など）
④婚約中の方は、婚約が証明できる書類

◆入居者の選定方法　
①受付時に書類審査を行います。書類に不備がある場合は

受け付けできません。
②書類審査後、希望する住宅を１つ選んでいただきます。
③各住宅で募集戸数を超える申込みがある場合は、抽選に

より決定します。
④不正な申込み等が発見された場合は、当選資格を取り消

します。また、申込み後、入居までに同居親族の変更（出
産、死亡を除く）または婚約者が変わった場合は、その
申込みを無効とします。

⑤受付日に申込みを希望した者がいなかった場合は、引き
続き住宅を募集し、先着順で申込みを受け付けます。

◆受付日時　７月５日㈭、６日㈮　9:00～17:00
◆抽選日　７月12日㈭、13日㈮　※抽選がある場合のみ。
◆入居予定日　９月１日㈯

※家賃、敷金、収入基準など条件・制約がありますので、
くわしくは、お問い合わせください。

問い合わせは　住宅・建築課（☎22−3431）へ

◆申込資格等　次の①～⑥の全てに該当する方
①月額の所得が38万7,000円以下の子育て世帯または新婚

世帯（単身の世帯を除く）
子育て世帯…18歳未満の方または妊娠している方がい

る世帯
新婚世帯……配偶者（婚姻の届出をしていないが事実上

婚姻関係と同様の事情にある方および婚姻
の予約者を含む）を得て５年以内の方であ
って、そのいずれもが入居申込期間の末日
において45歳未満である方から成る世帯

②現に伊島町内に住所を有する方または伊島町内に定住す
る意思のある方であること

③暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条
第６号に規定する暴力団員でないこと

④市税等を滞納していない方であること
⑤連帯保証人の連署する請書を提出できる方
⑥家賃・敷金等を支払うことができる方

◆申込みに必要な書類　
①阿南市地域優良賃貸住宅入居申込書（定住促進課備え付

けまたは市のホームページからダウンロードできます）
②住民票の写し（入居申込者全員分）
③戸籍謄本
④所得課税証明書（収入のある入居申込者全員分）

⑤婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情
にある方または婚姻の予約をしている方にあっては、そ
の事実を証明する書類

⑥納税証明書等市税等の滞納がないことを証明する書類
⑦誓約書
⑧その他市長が必要と認める書類

◆入居者の選定方法　
①受付時に書類審査を行います。書類に不備がある場合は、

受け付けできません。
②募集戸数を超える申込みがある場合は、抽選その他公正

な方法により入居決定します。
③不正な申込み等が発見された場合は、入居決定を取り消

します。また、申込み後、入居までに同居親族が変更（出
生および死亡を除く）または婚約者が変わった場合は、
その申込みを無効とします。

◆受付期間   ７月10日㈫～17日㈫　9:00～17:00
（土、日、祝日を除く）

◆受付場所　市役所２階　定住促進課　
◆抽選日　７月24日㈫　※抽選がある場合のみ。
◆入居予定日　９月１日㈯

※申込資格など条件・制約がありますので、くわしくは、
お問い合わせください。

問い合わせは　定住促進課（☎22−7404）へ

次の地域優良賃貸住宅への入居者を募集します。
＜募集住宅＞　

名　　　称 所　　在　　地 戸数 間　取 １戸当たり家賃月額 敷　　金

伊島若者定住促進住宅 伊島町瀬戸25番地・26番地 １戸 ３ＬＤＫ 47,000円 141,000円

市営住宅入居者募集

地域優良賃貸住宅入居者募集
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本市では、市内中小企業者の生産性向上に向けた設備投資を促進す
るため、先端設備等の「導入促進基本計画」を策定しました。

「先端設備等導入計画」の認定を受けた中小企業には、次のメリッ
トがあります。
１．新規取得設備に係る固定資産税が３年間ゼロに減免されます。
２．国の補助金（ものづくり、サービス補助金ほか）について優先

採択を受けることができます。
※くわしくは、市ホームページをご覧ください。　
問い合わせは　商工観光労政課（☎22−3290）または

企業振興課（☎22−3401）へ

パソコンつかって在宅ワークマスター講座（テレワーカー育成講座）
開催日時 （全４回）　いずれも13:00～16:00
　　　　８月30日㈭、９月13日㈭、20日㈭、27日㈭
場所　あなんスマート・ワークオフィス（科学センター敷地内）
受講料　無料　定員　６人　準備物　パソコン（ウィンドウズ）
申込方法　８月17日㈮までにファクスまたはメールで申込み
サテライトオフィスマッチングイベント出展
首都圏の企業に対して、サテライトオフィス開設の誘致イベントを
開催します。
日時　７月19日㈭　15:00～18:00
場所　Ngatacho GRID（東京都千代田区平河町2-5-3）
問い合わせは　商工観光労政課（☎22−3290・FAX22−0075）へ

e-mail:shoukou@anan.i-tokushima.jp

「生産性向上特別措置法」に基づく
「導入促進基本計画」を策定しました

平成30年度 阿南市サテライトオフィス推進事業

地域の新しい力となる

地域おこし協力隊だより

関東から阿南市に引っ越してきて約２カ月が経
ちました。まだまだわからないことも多いです
が、移住してきて良かったと心から思っていま
す。美しい自然、おいしい食べ物、地域で出会
う素敵な人々、その他多くの事柄に恵まれて
日々幸せを感じています。
私は以前、東京で会社勤めをしていましたが、
結婚して子どもを授かったことをきっかけに自
分の働き方や暮らしを見つめ直し、豊かな空間
と充実した時間を求めて生活する場所を探して
いたところ、縁あって阿南市に住むことになり
ました。私の地域おこしのテーマは「子育て・
教育」と「幸せなくらし」です。
現在の活動は、富岡地区を中心にさまざまな場
所を訪れ、自分が感じた地域の魅力を SNS や
ブログで情報発信しています。今後は上記のテ

ーマに沿っ
た場づくり
やイベント
企画にチャ
レンジする
予 定 で す。
どうぞよろ
しくお願い
します。

長谷川圭史さん（富岡地区）vol.15

場所　市役所 問 企画政策課（☎22－3429）へ

発展の軌跡を記録した

市制施行60周年記念映像
“阿南の今、昔を未来に引き継ぐ”

お宝発掘プロジェクト！第二弾

特別上映会懐かしの写真展
～未来に伝えたい

阿南市60年のあゆみ～
（上映時間35分）

～写真が物語る 追憶の風景～

7／21㈯・22㈰
13:00/14:00/15:00/
16:00/17:00（各先着50人）

9:00 〜 17:00
7／21㈯〜8／24㈮
※土・日・祝日は７月21日・22日、８月11日・12日のみ開催

写真展 １階 多目的スペース 上映会 ２階 市民交流ロビー



　

ま
た
、
診
療
放
射
線
技
師
と
し

て
豊
富
な
教
養
と
向
上
心
を
持
ち
、

最
新
医
療
技
術
習
得
の
た
め
研
鑽

を
重
ね
、
チ
ー
ム
医
療
推
進
に
努

め
て
、
職
場
同
僚
は
も
と
よ
り
患

者
さ
ま
か
ら
大
き
な
信
頼
を
持
た

れ
ま
し
た
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章中西 康富さん

上中町（68歳）

　

中
西
さ
ん
は
、
昭
和
47
年
に
阿

南
市
消
防
吏
員
を
拝
命
さ
れ
て
以

来
、
39
年
の
長
き
に
わ
た
り
郷
土

愛
護
と
公
共
の
福
祉
の
た
め
、
地

域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
べ

く
、
消
防
活
動
一
筋
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
常
備
消
防
の
広
域
化
や
消

防
力
の
拡
充
に
も
献
身
的
に
取
り

組
ま
れ
た
ほ
か
、
消
防
職
員
育
成

の
た
め
に
多
大
な
業
績
を
残
さ
れ

ま
し
た
。

春
の
叙
勲

旭
日
単
光
章仁木 房子さん

中大野町（80歳）

　

仁
木
さ
ん
は
、
24
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
母
子
寡
婦
福
祉
の
向
上

を
め
ざ
し
た
団
体
の
活
動
や
母
子

寡
婦
福
祉
団
体
組
織
の
充
実
強
化

の
中
心
的
存
在
と
し
て
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。
県
連
合
会
の
公
益
法
人

化
や
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被

災
地
支
援
の
た
め
の
義
援
金
の
協

力
、
南
三
陸
町
の
中
学
校
に
浴
衣

を
贈
る
社
会
貢
献
活
動
に
も
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
で
も
阿
南
市
の
花
い
っ
ぱ

い
運
動
や
草
刈
り
清
掃
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
ら
れ
、
影
な

が
ら
地
域
を
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

萩野 敏則さん
横見町（71歳）

　

萩
野
さ
ん
は
、
地
域
農
業
の
振

興
に
関
し
、
卓
越
し
た
見
識
に
よ

る
指
導
力
、
行
動
力
を
発
揮
さ
れ
、

米
の
生
産
調
整
、
稲
作
経
営
安
定
、

土
地
改
良
へ
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
27
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
市
農
業
委
員
会
委
員
、

お
よ
び
会
長
と
し
て
職
務
に
精
励
、

農
業
の
復
興
・
発
展
と
農
業
者
の

地
位
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作

成
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進

に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
司
と
し
て
も
、
20
年
余
り

に
わ
た
り
、
温
厚
誠
実
・
公
明
正

大
な
人
柄
を
も
っ
て
更
生
保
護
活

動
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

瑞
宝
単
光
章原　武さん

羽ノ浦町（65歳）

　

原
さ
ん
は
、
長
き
に
わ
た
り
上

那
賀
病
院
に
勤
務
し
、
病
院
の
診

療
放
射
線
業
務
・
救
急
診
療
業
務

に
従
事
さ
れ
、
県
民
や
地
域
住
民

の
保
健
医
療
の
推
進
と
健
康
増
進

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

医
療
人
と
し
て
、
常
に
患
者
を

思
い
や
る
心
で
診
療
放
射
線
業
務

の
遂
行
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

褒
　
　
章

緑

綬

褒

章
調理ボランティアグループコスモス会

　

調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

コ
ス
モ
ス
会
は
、
女
性
会
員
13
人

で
結
成
さ
れ
、
昭
和
62
年
の
設
立

か
ら
30
年
余
に
わ
た
り
、
阿
南
市

那
賀
川
町
に
住
む
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
を
対
象
に
毎
月
2
回
の
食

事
会
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

地
域
に
住
む
人
々
が
食
事
会
を

通
じ
て
気
軽
に
社
会
参
加
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と

を
活
動
方
針
に
掲
げ
、
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
に
対

し
て
の
奉
仕
活
動
を
地
道
に
続
け

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

平成30年春の叙勲受章者が発表され、本市では次の方々が受
章されました。その他の表彰等と併せてご披露します。
（５月31日発表分まで、掲載のご了解が得られた方を紹介しています。
一部敬称略）

長年の功績　栄えある受章
おめでとうございます
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高
齢
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章中山 啓男さん

羽ノ浦町（88歳）

　

中
山
さ
ん
は
、
昭
和
29
年
か
ら

徳
島
県
内
の
中
学
校
教
諭
、
教
頭
、

校
長
と
し
て
、
36
年
の
長
き
に
わ

た
り
常
に
児
童
生
徒
中
心
の
教
育

姿
勢
で
本
県
教
育
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
き
た
英
語
の
指
導
に
力
を
注

ぎ
、
放
課
後
に
は
剣
道
部
顧
問
と

し
て
生
徒
を
指
導
し
、
職
員
を
は

じ
め
地
域
へ
も
影
響
を
与
え
な
が

ら
文
武
両
道
の
教
育
に
邁
進
さ
れ

ま
し
た
。大

臣

表

彰

農
林
水
産
大
臣
表
彰

■
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰

加
茂
谷
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
会

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
加
茂
谷
地

区
の
活
性
化
へ
の
取
組
と
し
て
、

地
域
資
源
を
生
か
し
た
様
々
な
交

流
活
動
や
、
移
住
・
就
農
誘
致
活

動
に
よ
る
定
住
人
口
を
増
や
す
取

組
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
大
臣
表
彰

■
第
48
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に

お
け
る
総
務
大
臣
表
彰

豊田 邦和さん
福井町（89歳）

　

豊
田
さ
ん
は
、
平
成
28
年
か
ら

市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
と
し

て
適
正
な
選
挙
執
行
の
た
め
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。
台
風
21
号
が

接
近
す
る
中
で
行
わ
れ
た
平
成
29

年
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
け
る
、

離
島
投
票
等
に
関
す
る
迅
速
か
つ

適
切
な
判
断
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
表
彰

■
優
良
公
民
館
表
彰

椿
公
民
館

　

地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
の
拠

点
と
し
て
、
住
民
、
各
種
団
体
や

保
育
所
、
小
・
中
学
校
と
連
携
し

な
が
ら
、
世
代
を
超
え
た
交
流
を

行
い
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
等
の
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
、
地
域
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

環
境
省
水
・
土
壌
環
境
保
全
功
労
者
表
彰

椿
町
中
学
校

　

学
校
裏
の
海
岸
で
、
学
校
行
事

と
し
て
清
掃
活
動
を
実
施
し
、
海

岸
漂
着
物
の
回
収
に
よ
る
海
岸
環

境
の
保
全
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
校
区
内
の
蒲
生
田
岬
で
、

海
岸
清
掃
活
動
や
ウ
ミ
ガ
メ
の
保

護
観
察
を
実
施
し
、
地
域
の
水
環

境
保
全
・
普
及
啓
発
に
貢
献
し
て

い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

■
献
血
功
労

阿
南
工
業
高
校
、
阿
南
中
央
病
院

　

多
年
に
わ
た
り
献
血
の
推
進
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
他
の
表
彰

徳
島
県
知
事
表
彰

■
と
く
し
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞

加
茂
谷
へ
ん
ろ
道
の
会

　

加
茂
谷
地
区
を
中
心
と
し
た
へ

ん
ろ
道
の
定
期
的
な
清
掃
活
動
の

ほ
か
、
出
前
講
座
、
イ
ベ
ン
ト
時

の
案
内
ガ
イ
ド
の
活
動
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

■
地
域
教
育
支
援
活
動
奨
励
賞

島　
優
德
さ
ん
（
福
村
町
）

　

阿
南
市
成
人
大
学
運
営
委
員
長

と
し
て
17
年
間
、
講
座
の
開
催
や

各
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
、
講

座
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

徳
島
県
表
彰

■
個
人
表
彰

児
島　
博
之
さ
ん
（
羽
ノ
浦
町
）

　

那
賀
川
北
岸
土
地
改
良
区
理
事

長
等
と
し
て
、
農
業
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

小
島　
正
行
さ
ん
（
椿
町
）

　

市
議
会
議
員
と
し
て
、
地
方
自

治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

立
花　
三
枝
子
さ
ん（
羽
ノ
浦
町
）

　

徳
島
県
美
容
業
生
活
衛
生
同
業

組
合
の
役
員
と
し
て
、
生
活
衛
生

の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

中
野　
貴
裕
さ
ん
（
見
能
林
町
）

　

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
徳
島
連

盟
の
役
員
と
し
て
、
社
会
奉
仕
活

動
の
促
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

■
個
人
表
彰
（
寄
付
）

野
村　
幸
子
さ
ん
（
富
岡
町
）

　

公
共
の
福
祉
の
増
進
に
意
を
用

い
、
進
ん
で
公
益
の
た
め
多
額
の

私
財
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

■
団
体
表
彰

阿
南
市
那
賀
川
町

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

Ｒ
ｅ
ｘ
な
か
が
わ

　

多
年
に
わ
た
り
健
全
な
町
づ
く

り
の
実
現
を
め
ざ
し
、
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
の
創
出
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
醸
成
な
ど
に
尽
力
さ

れ
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

県

藍

青

賞

■
運
動
競
技

【
グ
ル
ー
プ
・
団
体
】

那
賀
川
中
学
校　

女
子
剣
道
部　

第
55
回
四
国
中
学
校
総
合
体
育
大

会　

剣
道
女
子
団
体　

優
勝

羽
ノ
浦
中
学
校　
新
体
操
部　
第

55
回
四
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会　

新
体
操
女
子
団
体　

優
勝

富
岡
西
高
等
学
校　

新
体
操
部　

第
32
回
全
国
高
等
学
校
新
体
操
選

抜
大
会　

団
体
女
子　

第
３
位

【
個
人
】

藤
倉　
麻
央
さ
ん
（
阿
南
第
一
中

３
年
）　

第
55
回
四
国
中
学
校
総

合
体
育
大
会　

陸
上
競
技
女
子
走

幅
跳　

第
１
位
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河
野　
菜
々
子
さ
ん
（
那
賀
川
中

２
年
）　

第
55
回
四
国
中
学
校
総

合
体
育
大
会　

剣
道
競
技
女
子
個

人　

第
１
位

治
尾　
優
衣
奈
さ
ん
（
羽
ノ
浦
中

１
年
）　

第
55
回
四
国
中
学
校
総

合
体
育
大
会　

陸
上
競
技
女
子
１

年
１
５
０
０
ｍ　

第
１
位

児
島　
雄
一
郎
さ
ん
（
羽
ノ
浦
中

１
年
）　

第
55
回
四
国
中
学
校
総

合
体
育
大
会　

陸
上
競
技
男
子
１

年
１
５
０
０
ｍ　

第
１
位

松
坂　
玲
奈
さ
ん
（
富
岡
西
高
等

学
校
２
年
）　

平
成
29
年
度
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会　

新
体

操
競
技
女
子
個
人　

第
５
位

富
永　
麻
菜
美
さ
ん
（
新
野
高
等

学
校
３
年
）　

第
55
回
全
国
高
等

学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
選
手
権

大
会　

ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
少
年
女

子
立
射
40
発
競
技　

優
勝

家
城　

ミ
チ
コ
さ
ん
（
新
野
高

等
学
校
３
年
）　

第
43
回
全
日
本

ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
選
手

権
大
会　

ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
40
発

女
子
優
勝
、
第
72
回
国
民
体
育
大

会　

ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
ビ
ー
ム

ピ
ス
ト
ル
少
年
女
子
40
発
競
技　

第
２
位　

な
ど

■
研
究
、
制
作
、
表
現
活
動
等

【
個
人
】

形
部　
愛
さ
ん
（
福
井
中
３
年
）

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

作
文
コ
ン
ク
ー
ル　

中
学
生
部
門　

最
優
秀
賞

原
田　
日
菜
さ
ん（
福
井
中
３
年
）　

橋
本　
夏
都
さ
ん（
福
井
中
３
年
）　

宮
田　
遥
奈
さ
ん（
福
井
中
３
年
）

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

作
文
コ
ン
ク
ー
ル　

中
学
生
部
門　

特
別
賞

中
西　
舞
耶
さ
ん
（
阿
南
支
援
学

校
中
学
部
１
年
）　

平
成
29
年
度

「
障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
」　

中

学
生
部
門　

優
秀
賞
（
内
閣
府
特

命
担
当
大
臣
賞
）

■
創
意
に
満
ち
た
教
育
活
動

【
学
校
・
園
全
体
】

津
乃
峰
小
学
校　

　

優
れ
た
防
災
教
育
や
活
動
を
顕

彰
す
る
平
成
29
年
度
「
ぼ
う
さ
い

甲
子
園(

１
・
17
防
災
未
来
賞)

」　

ぼ
う
さ
い
大
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

防
犯
功
労
者
表
彰

■
阿
南
防
犯
連
合
会
長
・
阿
南
警

察
署
長
連
名
感
謝
状

　

安
田　

歩
さ
ん
（
長
生
・
上
中

地
区
地
域
の
安
全
を
守
る
会
）・

浅
野　

勉
さ
ん
（
見
能
林
町
駐
在

所
地
域
の
安
全
を
守
る
会
）・
高

井
篤
行
さ
ん
（
見
能
林
町
駐
在
所

地
域
の
安
全
を
守
る
会
）・
石
川

恒
夫
さ
ん（
自
警
団
・
は
の
う
ら
）・

四
宮
和
幸
さ
ん
（
自
警
団
・
は
の

う
ら
）・
齋
藤
豊
志
さ
ん
（
阿
南

少
年
補
導
協
助
員
会
）・
佐
竹
義

治
さ
ん
（
阿
南
警
察
署
管
内
金
融

機
関
防
犯
協
力
会
）

阿
南
市
教
育
功
労
者
表
彰

■
学
校
教
育

　

清
本
幸
子
・
下
田
民
子
・
林　

献
司
・
篠
原　

真
・
村
井
正
志
・

三
澤
利
夫
・
鎌
田
二
洋
・
堺　

祥

展
・
天
羽
俊
裕
・
岩
佐
祐
子
・
徳

本
秀
樹
・
原　

巧
・
吉
岡
和
子
・

那
住
公
子
・
村
井
登
美
枝
・
佐
々

木　

恩
・
岩
佐
正
人
・
西
條
益
美
・

湯
浅
恵
次
・
喜
多
一
郎
・
木
岡
恭

子
・
西
野
登
代
子
・
湯
浅
啓
子
・

阿
部
博
子
・
天
羽
昌
史
・
飯
尾
久

美
二
・
尾
崎
道
代
・
濱
田　

恵
・

原
田
節
子
・
松
田
真
理
・
松
田
典

子
・
林　

順
子
・
久
米
美
枝
子
・

富
田
澄
子
・
香
川
眞
紀
・
長
谷
郁

代
・
𠮷
積
秀
人
・
茂
松　

綾
・
松

田
秀
子
・
米
田
仁
美
・
佐
川
ひ
と

み
・
藤
倉
麻
央
・
河
野
菜
々
子
・

治
尾
優
衣
奈
・
児
島
雄
一
郎
・
那

賀
川
中
学
校
女
子
剣
道
部
・
羽
ノ

浦
中
学
校
新
体
操
部
・
羽
ノ
浦
中

学
校
マ
ン
ド
リ
ン
部

■
社
会
教
育

岸
本
悦
子

■
寄
附

　

野
村
幸
子
・
荒
木
大
輔
・
有
限

会
社　

柳
本
電
機
商
会
・
海
山
家

隆
・
西　

南
龍
・
株
式
会
社　

メ

ッ
ク
テ
ク
ニ
カ
・
王
子
ネ
ピ
ア
株

式
会
社　
（
敬
称
略
）

阿
南
市
体
育
功
労
者
・
優
秀
者
表
彰

■
体
育
功
労
者

　

加
茂　

清
・
清
原　

健
・
春
木　

勉
・
小
川
道
洋
・
佐
坂
浩
資
・
菊

本
顕
次
・
三
枝　

明
・
坂
本
信
幸
・

石
川
雅
史
・
味
方
義
行
・
天
羽
直

子
・
楠
本
健
次
・
山
本　

登
・
佐

藤
春
夫
・
伊
達
悦
子
・
田
中
武
文
・

福
永
栄
子
・
中
西
仁
美

■
体
育
優
秀
者
・
団
体

　

阿
南
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
ク
ラ
ブ
・

那
賀
川
中
学
校
女
子
剣
道
部
・
羽

ノ
浦
中
学
校
新
体
操
部
・
富
岡
東

高
等
学
校
女
子
剣
道
部
・
阿
南
工

業
高
等
専
門
学
校
テ
ニ
ス
部
・
阿

南
工
業
高
等
専
門
学
校
陸
上
部
・

敦
賀
晋
平
・
武
知
虎
南
・
林　

理

紗
・
小
島
健
太
郎
・
原　

秀
樹
・

一
ツ
松
由
至
・
北
本
恵
里
奈
・
今

川
さ
く
ら
・
吉
田
凜
花
・
森
田
那

知
・
浜
田
明
希
・
米
﨑
陽
海
・
山

田
博
文
・
藤
倉
麻
央
・
河
野
菜
々

子
・
治
尾
優
衣
奈
・
児
島
雄
一
郎
・

小
林
璃
々
・
亀
田
翔
矢
・
溝
木
隆

太
・
奥
田
真
也
・
瀧
根
風
香
・
森

吉
瑛
里
子
・
村
口　

巧
・
佐
藤
良

祐
・
今
川
雄
斗
・
新
居
鈴
菜
・
藤

井
佑
衣
・
北
原
右
京
・
泉　

晃
平
・

宮
田
将
吾
・
大
平
祐
生
・
島
田
史

也
・
谷　

亮
磨
・
伊
丹　

航

■
体
育
奨
励
賞

　

那
賀
川
剣
道
教
室
わ
か
あ
ゆ

会
・
は
の
う
ら
新
体
操
ク
ラ
ブ
・

那
賀
川
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
・
阿
南
Ｊ
Ａ
Ｃ
・
阿
南
中

学
校
軟
式
野
球
部
・
阿
南
第
一
中

学
校
相
撲
部
・
那
賀
川
中
学
校
男

子
剣
道
部
・
羽
ノ
浦
中
学
校
駅
伝

部
・
羽
ノ
浦
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
・
羽
ノ
浦
中
学
校
軟
式

野
球
部
・
福
井
有
未
子
・
原
田　

葵
・
表
原
璽
瑛
・
近
藤
志
音
・
島

尾
一
吹
・
岩
田　

隼
・
井
上
広
大
・

柴　

誠
太
郎
・
引
田
風
花
・
花
垣　

陸
・
脇
岡
侑
吾
・
島
田　

藍
・
山

川
実
奈
・
篠
岡
千
奈
・
濵
口
大
和
・

金
徳　

陽
・
篠
原
里
奈
・
前
川
瞬

希
・
南
原
柊
琉
・
林　

怜
花
・
柳

本
晃
志
・
河
野
陽
介
・
篠
原
吏
輝
・

川
西　

麟
・
勝
瀬
愛
花
・
谷　

綾

乃
・
飯
田
奈
々
・
立
石
迅
一
郎
・

幾
野
百
々
・
吉
岡
優
佑
・
山
下　

翼
・
岡
崎
真
理
子
・
岡　

美
空
・

西
谷
優
花
・
萩
原　

萌
・
撫
養
あ

か
り
・
西
田
隼
磨
・
岩
田
真
弥

広報 あ な ん 2018.07　14



夏休みの催し

日程　〈就学前年長児・小学 1 年生〉
７月23日㈪～26日㈭

〈小学２・３年生〉
７月30日㈪～８月２日㈭

〈小学４・５・６年生〉
８月６日㈪～９日㈭

時間　9:30～11:30
※幼・小１は11:00まで。
場所　富岡公民館２階　ホール
参加費　無料　
定員　各教室50人程度
※応募者多数の場合は抽選
申込方法　往復はがきの往信面に、①学校

名②学年③児童名（ふりがな）
④性別⑤住所⑥引率者名⑦電話
番号、返信面に①住所②保護者
の氏名を記入の上、教育研究所
まで送付してください。

申込締切日　７月13日㈮（当日消印有効）
問 〒774-8501　富岡町トノ町12番地３
　 教育研究所（☎22－3395）へ

夏休み子ども
英語教室

日時　８月５日㈰　9:30～15:00
場所　エコパーク阿南
内容　 ▼親子体験教室（工場見学ツアー、

竹の貯金箱作り、ミサンガ作り）

▼工作体験コーナー（風鈴作り）ほか
※くわしくは、美しいあなん７月号をご覧

ください。
問  エコパーク阿南　環境啓発センター　
　（☎49－5820）へ

夏休みECOイベント

対象　市内在住の小学生とその親で、子ど
もが泳ぐことができない、または子ど
もに10メートル程度の泳力がある方

場所　スポーツ総合センター温水プール
日程　
７月27日㈮　9:30～11:30
　　28日㈯、29日㈰　10:00～11:00
８月３日㈮、４日㈯　10:00～11:30
　　５日㈰　10:00～12:30
参加費　無料　※別途入泳料（大人500円、

子ども300円）が毎回必要。
定員　60組（先着順）
申込締切日　７月20日㈮　17:00
問 スポーツ振興課（☎22－3394）へ

親と子の水泳教室
参加者募集

開設期間
北の脇海水浴場　７月１日㈰～８月25日㈯
淡島海水浴場　７月１日㈰～８月20日㈪
※下記の期間、北の脇海水浴場周辺の交通
規制にご協力ください。

７月15日㈰～８月14日㈫　10：00～16：30
問 商工観光労政課（☎22－3290）へ

海水浴場オープン

北の脇海水浴場・淡島海水浴場

阿南の夏まつり

７
月
20
日
㈮
▼
22
日
㈰

20日㈮	 17:00～	 開幕パレード（阿南駅前スタート）
	 18:30～	 開幕セレモニー（阿南市役所前）
	 18:45～ 阿波踊り大会（阿南市役所前ほか）
21日㈯	 18:30～	 阿波踊り大会（阿南市役所前ほか）
22日㈰	 20:00～	 花火大会（浜の浦公園）

※会場周辺で、小型無人機「ドローン」等の飛行は自粛してください。
問	商工観光労政課（☎22－3290）へ

通行止め　18:30～22:30（踊り時）
7月20日㈮～22日㈰

通行止め　19:30～21:30（花火時）

市役所

富
岡
橋

桑野川

市内小学生を対象に、主任児童委員が主催
する「夏休みクッキー教室（無料）」を次
のとおり行います。
日時　８月５日㈰　9:15～12:30
場所　ひまわり会館３階　グルメルーム
持参物　エプロン、マスク、三角巾、水筒
申込方法　はがきに、①名前（ふりがな）　

②性別③学校名④学年⑤住所⑥
保護者の電話番号を記入の上、
送付してください。

※１枚のはがきで２人まで申し込めます。
募集人数　 60人（先着順）
申込締切日　７月９日㈪
※電話でのお申込みはできません。
※送迎は、必ずお家の方がしてください。
問 〒779-1402　桑野町紺屋61番地２
　 片山和子（☎26－1503）へ

夏休み子どもクッキー教室

◆那賀川Ｂ＆Ｇ海洋センタープール
　（平島小学校西側）
期間　７月21日㈯～８月31日㈮　
時間　平日　13:00～16:00
　　　土、日、祝日　9:00～16:00
休館日　毎週月曜日および８月７日㈫、

11日㈷、12日㈰
利用料金　小・中学生200円、
　　　　　高校生以上300円
※就学前の幼児は無料ですが、付き添いの
方は料金が必要です。
※団体等で利用される場合は、事前にお問
い合わせください。

※天候やイベントの実施などの都合により、
開放時間等が変更になる場合があります。

◆親と子の水泳教室開催に伴う、サンアリ
ーナ温水プールの開館時間の変更

変更日時　７月27日㈮、28日㈯、29日㈰
８月３日㈮、４日㈯、５日㈰
上記期間中のサンアリーナ温水
プールの開館時間は12:00～
21:00に変更となります。

問 スポーツ振興課（☎22－3394）へ

プールを
ご利用ください

期間　７月21日㈯、22日㈰　13:00～16:00
　　　８月18日㈯　 9:00～12:00
　　　８月25日㈯、26日㈰
　　　　　　　　　 14:00～16:30
場所　阿南市B＆G海洋センター艇庫
　　　（大潟町204番地１）
料金　カヌー・ヨット１艇　200円／時間

ローボート1艇　300円／時間 など
※準備の都合上、事前にご予約をお願いし

ます。
※天候や潮の状況等により、予定が変更と

なる場合があります。あらかじめご了承
ください。

問 スポーツ振興課（☎22－3394）へ

カヌー、ヨット
を体験しよう！

対象　小・中学生　
場所　阿南図書館３階　視聴覚室
※飲み物は各自で用意してください。
日程

《作成会》７月22日㈰　9:30～12:00
持参物　はさみ、のり、筆記用具
申込締切日　７月19日㈭

《名付け会》　８月24日㈮ 　9:30～15:30
持参物　採集標本、付せん、はさみ、筆記用具
※先着順で名付けを行います。
※事前の申込みは不要です。
問 教育研究所（☎22－3395）へ

植物標本作成会
採集標本名付け会
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検診項目 実施時期 実　　　　施　　　　機　　　　関 検 診 結 果
肝炎ウイルス

（Ｂ型・Ｃ型） ７月～９月 市内医療機関（阿南共栄病院は未実施です。） 医療機関に出向き確認し
てください。前立腺がん

胃がん

バリウム
検査

７月～９月

阿南中央病院、天羽クリニック、生野外科胃腸科、岩城クリニック、王子製紙㈱富岡診療所、
健生阿南診療所、島内科眼科医院、玉真病院、富永医院、原田病院、廣瀬医院、
益崎胃腸科内科医院、松﨑内科医院、三谷内科、宮本病院、村上内科外科医院
※阿南中央病院は金曜日の午前に実施。要予約（☎23−6303）

保健センターから個人通
知します。（結果通知は、
１カ月以上かかることが
あります。）

胃カメラ
検査

（2 年に１回）

７月～
平成31年２月

市内  阿南共栄病院、和田胃腸科内科医院
※阿南共栄病院および和田胃腸科内科医院は完全予約制です。医療機関へ予約する前に、
必ず保健センターへがん検診の受診券を持参し、問診票を取りに来てください。

医療機関から
個人通知します。

市外 	市外の指定医療機関は完全予約制です。指定医療機関名は、保健センターへお問い
合わせください。医療機関へ予約する前に、必ず保健センターへがん検診の受診券を持参
し、問診票を取りに来てください。

乳がん
（2 年に１回）

７月～９月 木下産婦人科内科医院、是松医院、三谷内科、村上内科外科医院、森本内科胃腸科

７月～
平成31年３月

阿南共栄病院
※月曜日～金曜日の午前に実施。要予約（☎44−3131）
市外の指定医療機関は完全予約制です。指定医療機関名は、保健センターへお問い合わせ
ください。医療機関へ予約する前に、必ず保健センターへがん検診の受診券を持参し、問
診票を取りに来てください。

子宮頸がん
（2 年に１回）

７月～
平成31年３月

阿南共栄病院、木下産婦人科内科医院、森本内科胃腸科
※阿南共栄病院は平日（火曜日の午後と金曜日の午後を除く）に実施。要予約（☎44−3131）
市外の指定医療機関は完全予約制です。指定医療機関名は、保健センターへお問い合わせ
ください。医療機関へ予約する前に、必ず保健センターへがん検診の受診券を持参し、問
診票を取りに来てください。

大腸がん
10月～
12月15日

市内医療機関（広報あなん10月号に掲載） 医療機関に出向き確認し
てください。

平成30年度
※医療機関で行う検診です。（診療時間内）1. 各医療機関で受診する

「がん検診無料クーポン券・ＨＰＶ検査無料受診券」
をご利用ください。

対象者は、阿南市に住所を有しており、平成29年４月２日から平成
30年４月１日の間に下記の年齢に達した方
20歳の女性：子宮頸がん検診　　　　　40歳の女性：乳がん検診
30・35・40歳の女性：ＨＰＶ検査　
※検査方法等くわしくは６月末に届く無料受診券をご参照ください。　

３.がん検診に持っていくもの

▲

が
ん
検
診
の
受
診
券
で
す

検診項目 対　象 検診の内容 各医療機関 集団検診 医療機関および集団で
検診料が無料になる方

肝炎ウイルス検診
（Ｂ型・Ｃ型）

40歳以上で今まで
受けていない方

血液検査
1,000円 600円 ●生活保護世帯

●市民税非課税世帯

前立腺がん検診 55歳以上の男性
1,000円

高齢受給者、
後期高齢者500円

1,000円
高齢受給者、

後期高齢者500円
●生活保護世帯

胃がん検診
※検査前日の21:00以降は

飲食はやめてください。
※胃カメラは胃の治療中の

方は受けられません。

40歳以上49歳まで バリウム検査（Ｘ線）（１年に１回）
2,900円 900円 ●阿南市国民健康保険

被保険者
●高齢受給者
●後期高齢者医療被保

険者
●生活保護世帯
●市民税非課税世帯

50歳以上の方
バリウム検査か胃カメ
ラ検査が選択できます。

バリウム検査（Ｘ線）（１年に１回）

胃カメラ検査（２年に１回） 4,100円

肺がん検診 40歳以上の方 胸部Ｘ線検査
痰の細胞診検査（必要な方）

Ｘ　　　線　200円
喀痰該当者　500円

大腸がん検診 40歳以上の方 便潜血反応（２日間検便） 1,100円 500円
骨粗しょう症検診 20歳以上の女性 Ｘ線検査（腕） 800円

乳がん検診 40歳以上の女性
（２年に１回）

視触診とマンモグラフィ（Ｘ線）
の併用検診 無料

無料
（マンモグラフィのみの

検診です。）
●対象者の方すべて

（阿南市国民健康保険加
入者の方は必ず保険証を
ご持参ください。）子宮頸がん検診 20歳以上の女性

（２年に１回） 視診・内診・子宮頸部の細胞診 無料 無料

歯周病検診 40歳以上の方 歯と歯ぐきの隙間の深さを測る検査 無料 ●対象者の方すべて

自己負担額は県下でも非常に安価です。４.検診の内容と自己負担金額

●胃がん検診の胃カメラ検査は
２年に１回の検診となります。
胃カメラ検査医療機関への直
接受診は不可です。必ず保健
センターに問診票を取りに来
てからご予約ください。
●子宮頸がん検診、乳がん検診
は２年に１回の検診となります。
●Ｘ線を使用した健診について
は、妊娠している方はご遠慮
ください。
●市民税非課税世帯および生活保
護世帯の方はお申し出ください。
●がん検診等の結果については、
阿南市の保健事業に有効利用
する以外には使用しませんの
でご了承ください。

ご確認ください。

を
受
診
し
ま
し
ょ
う

健
康
を
守
る
た
め

が
ん
検
診

P1

建設
予定
P

阿南市保健センター

阿南保育園
● 特別養護老人ホーム
●琴江荘

●阿南荘
ＪＡ厚生連
阿南中央病院

●
●薬局トマト

●玉眞病院 ●薬局アップル

●薬局ひまわり

●
パチンコ

ネッツ
トヨタ
●

ディスカウント
●ショップ

●
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

宝田町荒井

宝田町川原

至徳島

県道30号線
大林津乃峰線

問い合わせは

保健センター
（☎22－1590）へ
阿南市健康づくりセンター内

（宝田町荒井6番地１）

※当日朝６時時点で阿南市に暴
風・大雨・洪水のいずれか及び
震災に関する勧告が発令された
場合は中止です。

広報 あ な ん 2018.07　16



検診項目 実施時期 実　　　　施　　　　機　　　　関 検 診 結 果
肝炎ウイルス

（Ｂ型・Ｃ型） ７月～９月 市内医療機関（阿南共栄病院は未実施です。） 医療機関に出向き確認し
てください。前立腺がん

胃がん

バリウム
検査

７月～９月

阿南中央病院、天羽クリニック、生野外科胃腸科、岩城クリニック、王子製紙㈱富岡診療所、
健生阿南診療所、島内科眼科医院、玉真病院、富永医院、原田病院、廣瀬医院、
益崎胃腸科内科医院、松﨑内科医院、三谷内科、宮本病院、村上内科外科医院
※阿南中央病院は金曜日の午前に実施。要予約（☎23−6303）

保健センターから個人通
知します。（結果通知は、
１カ月以上かかることが
あります。）

胃カメラ
検査

（2 年に１回）

７月～
平成31年２月

市内  阿南共栄病院、和田胃腸科内科医院
※阿南共栄病院および和田胃腸科内科医院は完全予約制です。医療機関へ予約する前に、
必ず保健センターへがん検診の受診券を持参し、問診票を取りに来てください。

医療機関から
個人通知します。

市外 	市外の指定医療機関は完全予約制です。指定医療機関名は、保健センターへお問い
合わせください。医療機関へ予約する前に、必ず保健センターへがん検診の受診券を持参
し、問診票を取りに来てください。

乳がん
（2 年に１回）

７月～９月 木下産婦人科内科医院、是松医院、三谷内科、村上内科外科医院、森本内科胃腸科

７月～
平成31年３月

阿南共栄病院
※月曜日～金曜日の午前に実施。要予約（☎44−3131）
市外の指定医療機関は完全予約制です。指定医療機関名は、保健センターへお問い合わせ
ください。医療機関へ予約する前に、必ず保健センターへがん検診の受診券を持参し、問
診票を取りに来てください。

子宮頸がん
（2 年に１回）

７月～
平成31年３月

阿南共栄病院、木下産婦人科内科医院、森本内科胃腸科
※阿南共栄病院は平日（火曜日の午後と金曜日の午後を除く）に実施。要予約（☎44−3131）
市外の指定医療機関は完全予約制です。指定医療機関名は、保健センターへお問い合わせ
ください。医療機関へ予約する前に、必ず保健センターへがん検診の受診券を持参し、問
診票を取りに来てください。

大腸がん
10月～
12月15日

市内医療機関（広報あなん10月号に掲載） 医療機関に出向き確認し
てください。

1. 各医療機関で受診する２.集団検診で受診する ※検診結果は約1カ月後
に郵送されます。

①公民館等

午　前 午　後

受付時間

《乳がん検診のみ要予約》
保健センターへご予約ください。

（☎22－1590）

乳
が
ん（
30
人
）

骨
粗
し
ょ
う
症

乳
が
ん（
40
人
）

骨
粗
し
ょ
う
症

子
宮
頸
が
ん月　日 実施場所

７月14日㈯ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○

午前の検診
9:00～10:00

午後の検診
13:00～14:30

８月29日㈬ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ ○
９月27日㈭ ひまわり会館　 ○ ○ ○ ○ ╳
10月31日㈬ 健康づくりセンター ○ ○ ○ ○ ╳
11月14日㈬ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ╳
11月18日㈰ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○
12月 5日㈬ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ ○
12月18日㈫ 健康づくりセンター ○ ○ ○ ○ ╳

平成31年１月30日㈬ 健康づくりセンター ○ ○ ○ ○ ╳
２月26日㈫ 健康づくりセンター ○ ○ ○ ○ ╳

③婦人がん検診

《要予約》
各検診日の２週間前までに
総合健診センターへご予約ください。

（☎088－678－3557）

肝
炎
ウ
イ
ル
ス

前
立
腺
が
ん

（
バ
リ
ウ
ム
）

胃

が

ん

肺

が

ん

大
腸
が
ん

歯

周

病

特
定
健
診

受 付 時 間

月　日 実施場所
７月13日㈮ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○

8:00～11:00

８月10日㈮ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○
８月28日㈫ 椿泊漁協 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○
９月12日㈬ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○
９月26日㈬ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月 5日㈮ 健康づくりセンター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月27日㈯ 橘公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○
11月 7日㈬ 健康づくりセンター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月17日㈯ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○
12月12日㈬ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成31年
1月23日㈬

健康づくりセンター ╳ ╳ ○ ○ ○ ╳ ╳ 8:00～11:00
加茂谷公民館 ╳ ╳ ╳ ○ ○ ╳ ╳ 13:00～14:00
長生公民館 ╳ ╳ ╳ ○ ○ ╳ ╳ 15:00～16:00

2月27日㈬
健康づくりセンター ╳ ╳ ○ ○ ○ ╳ ╳ 8:00～11:00
津乃峰総合センター（津乃峰分館） ╳ ╳ ╳ ○ ○ ╳ ╳ 13:00～14:00
新野公民館 ╳ ╳ ╳ ○ ○ ╳ ╳ 15:00～16:00

検診の受付は予約者が優先されます。予約した方には各検診日の１週間前までに各種問
診票、採便容器が自宅に届きます。大腸がん検診は電話で予約した方のみです。なお、
下記の検診日以外は採便容器の提出はできません。

月　日 場　　所 検査項目 受 付 時 間
７月 6日㈮ ＪＡあなん北部支店

・胃がん（バリウム）
・肺がん
・前立腺がん
・肝炎ウイルス

〈下記は受診券を
お持ちの方のみ〉

・特定検診
・後期高齢者医療制

度健診

8:30～9:30

７月 9日㈪ 那賀川公民館
８月 3日㈮ 羽ノ浦公民館
８月21日㈫ 羽ノ浦公民館
10月19日㈮ アグリあなん
10月26日㈮ 加茂谷総合センター
10月30日㈫ ＪＡあなん南部支店
11月 2日㈮ 新野公民館
11月 9日㈮ ＪＡあなん阿南支店
12月14日㈮ ＪＡあなん北部支店
12月18日㈫ 那賀川社会福祉会館
12月21日㈮ ＪＡあなん椿事業所

②ＪＡ各支店等 ※ＪＡ各支店での検診は、混雑する可能性があります。
※当日受診者多数の場合は、がん検診につきましては
　お断りすることがありますのでご了承ください。

３.がん検診に持っていくもの
①	Ｈ 30年度がん検診等受診券
	（６月末に対象の方に届く赤いはがき）

②	健康保険等被保険者証、高齢受給者証、
後期高齢者医療被保険者証

③	自己負担金
④	健康手帳	（持っている方）

検診項目 対　象 検診の内容 各医療機関 集団検診 医療機関および集団で
検診料が無料になる方

肝炎ウイルス検診
（Ｂ型・Ｃ型）

40歳以上で今まで
受けていない方

血液検査
1,000円 600円 ●生活保護世帯

●市民税非課税世帯

前立腺がん検診 55歳以上の男性
1,000円

高齢受給者、
後期高齢者500円

1,000円
高齢受給者、

後期高齢者500円
●生活保護世帯

胃がん検診
※検査前日の21:00以降は

飲食はやめてください。
※胃カメラは胃の治療中の

方は受けられません。

40歳以上49歳まで バリウム検査（Ｘ線）（１年に１回）
2,900円 900円 ●阿南市国民健康保険

被保険者
●高齢受給者
●後期高齢者医療被保

険者
●生活保護世帯
●市民税非課税世帯

50歳以上の方
バリウム検査か胃カメ
ラ検査が選択できます。

バリウム検査（Ｘ線）（１年に１回）

胃カメラ検査（２年に１回） 4,100円

肺がん検診 40歳以上の方 胸部Ｘ線検査
痰の細胞診検査（必要な方）

Ｘ　　　線　200円
喀痰該当者　500円

大腸がん検診 40歳以上の方 便潜血反応（２日間検便） 1,100円 500円
骨粗しょう症検診 20歳以上の女性 Ｘ線検査（腕） 800円

乳がん検診 40歳以上の女性
（２年に１回）

視触診とマンモグラフィ（Ｘ線）
の併用検診 無料

無料
（マンモグラフィのみの

検診です。）
●対象者の方すべて

（阿南市国民健康保険加
入者の方は必ず保険証を
ご持参ください。）子宮頸がん検診 20歳以上の女性

（２年に１回） 視診・内診・子宮頸部の細胞診 無料 無料

歯周病検診 40歳以上の方 歯と歯ぐきの隙間の深さを測る検査 無料 ●対象者の方すべて

４.検診の内容と自己負担金額

《要予約》
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ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

天
文
台
で
七
夕
飾
り
を
作
ろ
う
！

（
無
料
・
申
込
不
要
）

　

天
文
台
で
七
夕
飾
り
を
作
っ
た
り
、
短
冊
を

書
い
た
り
し
て
星
に
願
い
を
込
め
ま
し
ょ
う
！

日
時　
７
月
７
日
㈯　

午
前
の
部
：
午
前
10
時

～
正
午
、
午
後
の
部
：
午
後
１
時
～
３
時

※
時
間
内
な
ら
い
つ
で
も
参
加
可

対
象　
幼
児
と
そ
の
保
護
者

紙
芝
居　
幼
児
向
け
の
七
夕
に
ま
つ
わ
る
紙
芝

居
も
行
い
ま
す
（
１
回
約
10
分
）。

①
午
前
10
時
～
、
②
午
前
11
時
～
、
③
午
後
１

時
～
、
④
午
後
２
時
～

火
星
観
望
会
（
有
料
・
申
込
不
要
）

　

15
年
ぶ
り
に
地
球
と
大
接
近
す
る
火
星
！
四

国
最
大
の
望
遠
鏡
で
観
察
し
て
み
よ
う
。 

日
時　
７
月
31
日
㈫
（
最
接
近
日
）、
８
月
14

日
㈫
、
15
日
㈬　

午
後
８
時
30
分
～
10
時

対
象　
ど
な
た
で
も
（
幼
児
、
小
中
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

料
金　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

日時　７月28日㈯　13:20開会
場所　文化会館１階　ホール
演題　「差別って いったいなんやねん？～私と部落問題～」
講師　一般社団法人　山口県人権啓発センター　
　　　事務局長　川口泰司さん
※託児あり（要申込み：７月19日㈭まで）
※駐車台数が限られていますので、乗り合わせにご協力くだ

さい。
問い合わせは　人権・男女参画課（☎22−3094）へ

同和問題講演会
阿南市と（公財）徳島産業振興機構（徳島県よろず支援拠
点）は、中小企業の振興に関して連携および協力を深める
ため、協定を締結し、中小企業・小規模事業者の皆さんの
起業からＩＴ活用、販路相談、施策活用などさまざまな経
営相談を行っています。　　　　　
７月からは、市役所での出張相談会も開始します。経営上
の相談がある方は、お気軽にご連絡ください。
①出張相談会
　日時　７月19日㈭　13:30～16:30
　　※前日までに徳島県よろず支援拠点にご予約ください。
　　※毎月第3木曜日に開催します。
　場所　市役所　206会議室
②県南部サテライト相談所
　日時　７月11日㈬、８月８日㈬、９月12日㈬
　　　　10:00～16:00　※毎月第２水曜日に開催します。
　場所　南部総合県民局阿南庁舎３階　協議室
問 徳島県よろず支援拠点（☎088−676−4625）
　 または商工観光労政課（☎22−3290）へ

中小企業の経営相談会のご案内

５月定例会（５月24日開催）で、次の内容に
ついて審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

●教育長報告
①各学校からの校長ヒアリングについて
②アカデミック・プログレス・プロジェクト事業選考について
③阿南市市制60周年記念事業
　「阿南海の子プログラム」事業について
④こころのプロジェクト「夢の教室」開催について
⑤「赤ちゃん授業」開催について
⑥中学校の修学旅行の状況について

●学校評議員の委嘱について（学校教育課）
●学校訪問について（学校教育課）
●阿南市教育研究活動等事業補助金交付要綱の一部を改正す

る要綱について（学校教育課）
●施設型給付対象私立幼稚園の保育料等に関する要綱の一部

を改正する要綱について（学校教育課）
●施設型給付対象私立幼稚園に対する阿南市預かり保育料補

助金交付要綱の一部を改正する要綱について（学校教育課）
●施設型給付対象私立幼稚園に対する阿南市給食費補助金要

綱の一部を改正する要綱について（学校教育課）
●阿南地区義務教育諸学校教科用図書採択について
　（学校教育課）
●阿南市社会教育委員の委嘱について（生涯学習課）
●阿南市学校給食審議会委員の委嘱について（学校給食課）
●阿南市立図書館協議会委員の委嘱について（図書館）
※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。
問い合わせは　教育総務課（☎22−3299）へ

夏期における水難・山岳事故防止
梅雨も明けて暑くなり、海や山に行く回数も多くなると思
いますが、水難・山岳事故には十分に気をつけましょう。
水難・山岳事故の未然防止対策として、 ▼危険箇所の把握

▼万全な体調管理 ▼ライフジャケット等の活用 ▼保護者等
の付き添い ▼天候の把握　などがあります。
ルールやマナーを守り、安全に夏場の海・山シーズンを楽
しみましょう。
問い合わせは　阿南警察署（☎22−0110）へ

阿南警察署だより

あぶない ! こんなに事故が
交通事故

件　　数
死　　者
負 傷 者

192件（1,069）
0人（    2）

24人（  110）

救　　急 件　　数
搬送人員

259件（1,404）
242人（1,345）

火　　災 件　　数
損 害 額

0件（10）
0千円（21,029千円）

●阿南署管内平成30年５月分合計。カッコ内は平成30年の合計。
　損害額は未確定分を含んでいません。
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夏
休
み
星
空
教
室
（
有
料
・
要
申
込
）

　
星
座
早
見
を
作
り
、夏
の
大
三
角
を
観
察
し
ま
す
。

小
学
４
年
生
で
学
習
す
る
内
容
に
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

日
時　
８
月
10
日
㈮
、
24
日
㈮　

午
後
７
時
～

９
時
30
分

対
象　
小
学
３
年
～
６
年
生

定
員　
そ
れ
ぞ
れ
親
子
20
組
40
人
（
先
着
順
・

定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

参
加
料　
２
０
０
円
（
保
護
者
は
無
料
）

参
加
方
法　
７
月
21
日
㈯
か
ら
、
電
話
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

サ
マ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ス
ク
ー
ル

（
有
料
・
要
申
込
）

　

３
日
間
か
け
て
、
実
験
や
工
作
、
生
き
物
の

標
本
作
り
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
２
日
目
と
３

日
目
は
希
望
に
よ
り
植
物
・
昆
虫
の
２
つ
の
コ

ー
ス
に
分
か
れ
て
活
動
し
ま
す
。

日
程　
【
共
通
】
７
月
28
日
㈯
、
29
日
㈰

　
　
　
【
昆
虫
コ
ー
ス
３
日
目
】
８
月
19
日
㈰

　
　
　
【
植
物
コ
ー
ス
３
日
目
】
８
月
26
日
㈰

　
　
　

各
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時

実
験　
「
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
で
遊
ぼ
う
」

　
　
　
「
古
代
の
鏡
を
作
ろ
う
」 

※
両
方
全
員
参
加

対
象　
３
日
間
と
も
参
加
で
き
る
小
学
３
年
～
中
学
生

定
員　
50
人（
先
着
順
・
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

参
加
料　
【
植
物
コ
ー
ス
】
２
０
０
０
円

　
　
　
　
【
昆
虫
コ
ー
ス
】
２
５
０
０
円

参
加
方
法　
７
月
１
日
㈰
か
ら
申
込
書
を
持

参
・
郵
送
し
て
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

阿南市では「阿南市ウミガメ保護条例」に基づき、ウ
ミガメ保護に努めています。また、阿南市内の海岸に
上陸するウミガメの頭数調査を毎年実施しています。
ウミガメの上陸、または足跡が確認された場合は、文
化振興課までご連絡ください。
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

参加資格　小学１年生から一般の方
※ピアノを使わない演奏はご遠慮ください。
開催日　８月25日㈯、26日㈰
場所　夢ホール（文化会館）　
参加料　出演者１人あたり1,000円
※４人以上は何人でも4,000円とします。
定員　各日75組（先着順）
申込方法　①名前　②年齢　③住所　④電話番号　⑤

演奏曲目、作曲者（編曲者）　⑥演奏所要
時間（10分以内）⑦アンサンブルの場合
は編成、譜面台、いすの必要数　⑧開催日
のうち都合のつかない日を記入して、メー
ルまたは往復はがきでお申し込みください。

※演奏会は、ケーブルテレビが収録放映する場合があ
ります。

募集期間　７月24日㈫まで（必着）
申込先　〒774-0030　富岡町西池田135番地1　
　　　　文化会館「みんなでピアノ物語」係

e-mail:yumehallciviccouncil@gmail.com
問い合わせは　文化会館「みんなでピアノ物語」係

（☎23－5599）へ

■	ウミガメ上陸に関するお願い

■	みんなでピアノ物語　出演者募集

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

７
月
の
休
館
日　

２
日
㈪
、
９
日
㈪
、
17
日
㈫
、
23
日
㈪
、

30
日
㈪

■みんなで集マルシェ
　７月21日㈯　10:30～15:00　　　　　　　　　

ステーションプラザに普段は置いていない特別な商品を販
売します。なかなか出会えない珍しい商品も!?
ぜひお立ち寄りください。

■展示コーナー　10:00～20:00
※最終日は早めに終了する場合があります。
○～心を育む～ウォルドルフ人形展　７月１日㈰まで
○写真＆ストロー細工展　３日㈫～16日㈷
　※３日㈫は12:00～
○ハーバリウム＆フラワー展　18日㈬～29日㈰
　※18日㈬は12:00～
■体験コーナー

○ハーバリウムを作りましょう　【参加費】1,500円
　【定員】各回15人　　【持参物】なし
▶８日㈰　13:00～15:00　【申込締切日】６日㈮
▶14日㈯　13:00～15:00　【申込締切日】13日㈮

光 ７月の催しのまちステーションプラザ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！
問い合わせは　光のまちステーションプラザ（☎24−3141）へ

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

○第６回野球のまち阿南少年野球全国大会
　27日㈮　16:00～開会式　JA アグリあなんスタジアム
　28日㈯　 9:00～１回戦　

JAアグリあなんスタジアムほか３会場
　29日㈰　 9:00～２回戦・準々決勝　

JAアグリあなんスタジアムほか１会場
　30日㈪　 8:00～準決勝・決勝

JAアグリあなんスタジアム
○プライドジャパン甲子園徳島県予選　１日㈰
○四国地区高専体育大会　７日㈯、８日㈰、９日㈪
○壮年夜間大会　２日㈪、４日㈬、５日㈭、６日㈮、９日㈪、

11日㈬、12日㈭、13日㈮
○県中学総体　16日㈷、23日㈪、25日㈬、26日㈭　
○マスターズ甲子園徳島大会　14日㈯、15日㈰、22日㈰

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアムほか

７月の日程
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災
害
に
強
い
安
全・安
心
な

新
庁
舎

　

本
市
の
新
庁
舎
に
関
し
て
、
２
点
喜
ば
し

い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
報
告
し
ま

す
。

　

１
つ
目
は
、
一
般
社
団
法
人
日
本
建
築
協

会
が
主
催
す
る
第
17
回
「
建
築
と
社
会
」
賞

の
入
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
受
賞
は
、
新
庁
舎
が
開
放
的
な
内
部

空
間
と
免
震
装
置
に
よ
る
防
災
機
能
の
両
立

に
加
え
、
自
然
換
気
や
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
等
が
環
境
に
配
慮
し
た
建
築
作
品
と
し
て
、

高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
６

月
21
日
に
大
阪
市
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
国
土
交
通
省
が
５
月
18
日
に

取
り
ま
と
め
た
「
防
災
拠
点
等
と
な
る
建
築

物
に
係
る
機
能
継
続
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
中

で
、「
防
災
拠
点
建
築
物
と
な
る
事
例
集
」

と
し
て
、
新
庁
舎
の
防
災
機
能
や
特
徴
な
ど

が
く
わ
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
熊
本
地
震
を
教

訓
に
大
地
震
時
に
防
災
拠
点
等
と
な
る
建
築

物
に
つ
い
て
、
大
地
震
時
の
安
全
性
確
保
に

加
え
て
機
能
継
続
を
図
る
た
め
、
企
画
・
設

計
・
管
理
の
各
段
階
に
お
い
て
、
地
方
公
共

団
体
や
建
築
関
係
団
体
等
が
参
考
と
す
る
事

項
や
事
例
を
紹
介
し
た
も
の
で
す
。

　

新
庁
舎
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
津

波
な
ど
大
規
模
災
害
時
に
防
災
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
、
地
震
後
も
機
能
を
継
続

で
き
る
よ
う
「
災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な

庁
舎
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
建
設
し
ま
し

た
。

　

新
庁
舎
が
、
名
誉
あ
る
賞
を
受
賞
す
る
こ

と
や
防
災
拠
点
建
築
物
の
事
例
と
し
て
取
り

上
げ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
本
市
の
建
設

コ
ン
セ
プ
ト
が
広
く
認
知
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
幸
甚
の
至
り
に
存
じ
ま
す
。
あ
ら
た
め

ま
し
て
、
新
庁
舎
の
設
計
・
施
工
に
携
わ
っ

た
関
係
者
の
方
々
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し

ま
す
。

子
ど
も
議
会
の
開
催

　

市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
８
月
３
日
に
本
議
場
に
お
い
て
、
市
内

22
の
小
学
校
の
代
表
児
童
に
よ
る
「
子
ど
も

議
会
」
を
開
催
す
る
予
定
で
、
現
在
、
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
議
会
は
、
児
童
や
生
徒
を
対
象
に
、

地
方
自
治
体
が
行
う
模
擬
議
会
で
、
本
市
で

は
、
平
成
５
年
に
始
ま
り
、
今
回
で
５
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
す
。
会
議
で
は
、
議
長
、

副
議
長
、
質
問
者
、
議
案
提
案
者
と
い
っ
た

役
割
の
も
と
、
子
ど
も
主
導
で
議
会
を
運
営

し
、「
私
た
ち
が
つ
く
る
阿
南
の
未
来
」
を

テ
ー
マ
に
、
市
議
会
本
会
議
に
準
ず
る
形
で

質
問
と
答
弁
を
行
い
ま
す
。

　

子
ど
も
議
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
模
擬
議
会

の
体
験
を
通
じ
て
、
議
員
の
役
割
や
市
政
に

つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

自
分
の
住
む
ま
ち
の
課
題
な
ど
を
知
り
、
理

想
と
す
る
ま
ち
の
姿
を
思
い
描
き
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
主
権
者
意
識
の
高

揚
と
郷
土
愛
の
醸
成
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
子
ど
も
議
員
が
、
ま
ち
づ
く
り

の
〝
小
さ
な
主
役
〟
と
し
て
、
市
議
会
本
会

議
さ
な
が
ら
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

台
湾
野
球
代
表
チ
ー
ム
の

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
に
つ
い
て

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
台
湾
野
球
代
表

チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
に
向
け
、

６
月
８
日
か
ら
３
日
間
、「
台
湾
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

特
に
、
６
月
９
日
と
10
日
は
、
台
湾
野
球

協
会
の
キ
ー
マ
ン
で
あ
る
林リ

ン　

華フ
ァ
ー
イ
エ
ー偉
副
理
事

長
と
林リ

ン　

宗ソ
ー
シ
ェ
ー成
事
務
局
長
を
本
市
に
お
招
き

す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ

ジ
ア
ム
に
お
い
て
、「
国
際
ス
ポ
ー
ツ
と
く

し
ま
親
善
大
使
」
の
張チ

ャ
ン　

泰タ
イ
シ
ャ
ン山
選
手
が
率
い

る
社
会
人
野
球
チ
ー
ム
「
台た

い
ち
ゅ
う
し
た
い
わ
ん
じ
ん
こ
と
ぶ
き

中
市
台
湾
人
壽

成せ
い

棒ぼ
う
た
い隊

」
と
「
徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
」、

そ
し
て
、「
四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
ｐ
ｌ
ｕ

ｓ
選
抜
チ
ー
ム
」
に
よ
る
国
際
親
善
試
合
を

実
施
す
る
ほ
か
、
少
年
野
球
教
室
や
台
湾
の

食
文
化
を
紹
介
す
る
台
湾
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

す
る
こ
と
で
、
誘
致
事
業
の
機
運
醸
成
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ
ン
プ
は
、
本
市
の

魅
力
を
世
界
へ
発
信
し
、
市
民
が
世
界
と
触

れ
合
い
、「
野
球
の
ま
ち
阿
南
」
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
に
つ
な
が
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
関
係
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
に
よ
る
心
の
こ
も
っ

た
「
お
も
て
な
し
」
や
「
人
情
」
に
触
れ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
阿
南
の
魅
力
を
最
大
限

ア
ピ
ー
ル
し
、
誘
致
実
現
に
つ
な
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

６
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

　
６
月
議
会
が
６
月
８
日
か
ら
25
日
ま
で
の
18
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
日
に
は
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、

当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、
市
長
よ
り
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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阿
南
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　

医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
徳
島
県
厚
生
農
業
協

同
組
合
連
合
会
（
Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連
）
が
、

平
成
29
年
４
月
か
ら
医
療
セ
ン
タ
ー
新
棟
の

建
築
工
事
に
取
り
掛
か
り
、
平
成
31
年
春
の

開
院
を
め
ざ
し
て
順
調
に
工
事
は
進
ん
で
い

る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
現
阿
南

中
央
病
院
の
東
側
に
建
設
し
ま
す
鉄
骨
造
り

６
階
建
て
の
新
棟
の
基
礎
工
事
と
免
震
装
置

の
据
付
を
行
っ
て
い
て
、
７
月
中
旬
に
は
、

地
上
部
分
に
鉄
骨
を
立
ち
上
げ
、
２
カ
月
後

に
は
鉄
骨
の
枠
組
み
が
完
成
す
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

ま
た
、
本
市
が
平
成
26
年
度
か
ら
整
備
を

進
め
て
き
た
、
県
道
大
林
津
乃
峰
線
と
医
療

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
阿
南
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
と
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
１
つ
と
な
る
「
市

道
荒
井
幹
線
」
に
つ
い
て
は
、
４
月
８
日
に

開
通
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連
に
お
い

て
は
、
現
在
の
両
病
院
が
一
体
と
な
っ
て
、

医
療
セ
ン
タ
ー
の
診
療
体
制
等
の
よ
り
一
層

の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
に
、
４
月
１
日

よ
り
新
た
に
「
阿
南
共
栄
病
院
・
阿
南
中
央

病
院
統
括
院
長
」
を
設
け
ら
れ
、
元
徳
島
大

学
医
学
部
長
の
玉
置
俊
晃
先
生
が
ご
就
任
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

玉
置
統
括
院
長
は
、
両
病
院
の
円
滑
な
統

合
に
向
け
て
の
業
務
を
執
行
す
る
と
と
も
に
、

診
療
体
制
整
備
の
た
め
の
医
師
の
招
へ
い
な

ど
に
努
め
る
と
伺
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
医

療
セ
ン
タ
ー
の
医
師
確
保
等
に
大
き
な
役
割

を
果
た
さ
れ
る
も
の
と
存
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
県
に
お
い
て
は
、
５
月
16
日
に

厚
生
労
働
省
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
同
省
主
管

の
「
地
域
医
療
構
想
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
」
お
よ
び
５
月
28
日
に
都
道
府
県

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
全
国
知
事
会
主
管

の
「
地
域
医
療
研
究
会
」
に
お
い
て
、
医
療

セ
ン
タ
ー
の
設
立
が
、
中
核
病
院
の
再
編
・

統
合
に
よ
る
優
良
事
例
と
し
て
、
厚
生
労
働

省
お
よ
び
全
国
知
事
会
の
依
頼
に
よ
り
報
告

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

全
国
知
事
会
で
の
発
表
で
は
、
広
報
あ
な

ん
平
成
26
年
７
月
号
の
「
地
域
医
療
の
明
日

を
考
え
る
」
と
題
し
て
の
特
集
記
事
を
活
用

し
て
報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
は
、
旧
阿
南
医
師
会
中
央

病
院
と
阿
南
共
栄
病
院
の
統
合
に
よ
る
医
療

セ
ン
タ
ー
の
設
立
が
、
先
進
的
な
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
、
全
国
か
ら
注
目
を
さ
れ
て
い
る

証
し
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
計
画
お
よ
び
介
護

保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
３
年
間

を
計
画
期
間
と
す
る
「
阿
南
市
高
齢
者
福
祉

計
画
」
お
よ
び
「
第
７
期
阿
南
市
介
護
保
険

事
業
計
画
」
を
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
今
後
予
測
さ
れ
る
少
子

化
と
の
併
行
に
よ
る
高
齢
者
割
合
の
増
加
や
、

団
塊
の
世
代
が
全
て
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
と
な
る
２
０
２
５
年
に
向
け
、
こ
れ
ま
で

の
計
画
で
構
築
し
て
き
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
よ
り
深
く
推
進
す
る
た
め
に
、
高

齢
者
の
み
な
ら
ず
、
障
が
い
者
、
児
童
、
生

活
困
窮
者
な
ど
を
含
め
た
地
域
や
個
人
が
抱

え
る
生
活
問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
の
包
括
的

な
支
援
体
制
を
整
備
し
、
地
域
共
生
社
会
の

実
現
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

　

今
後
３
年
間
、「
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
支
え
合
い
、
全
て
の
人
が
い
き
い
き

と
輝
き
、
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
、
あ
た
た
か

い
地
域
社
会
の
実
現
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、

地
域
住
民
や
関
係
機
関
等
と
連
携
を
密
に
図

り
な
が
ら
、
計
画
に
基
づ
く
具
体
的
な
各
施

策
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

国
直
轄
の
河
川
お
よ
び
道
路
事
業

　

本
市
に
係
る
本
年
度
の
河
川
事
業
予
算
は
、

加
茂
地
区
で
整
備
さ
れ
て
い
る
那
賀
川
床
上

浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
費
に
約
12
億
円
、

長
安
口
ダ
ム
の
改
造
事
業
費
に
約
77
億
円
、

桑
野
川
河
口
部
の
地
震
・
津
波
対
策
な
ど
河

川
改
修
事
業
費
と
し
て
約
４
億
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
事
業
予
算
は
、
四
国
横
断
自

動
車
道
「
阿
南
・
徳
島
東
間
」
に
昨
年
度
の

約
１
・
５
倍
と
な
る
約
１
３
４
億
円
、
阿
南

安
芸
自
動
車
道
「
桑
野
道
路
」
に
約
５
億
円
、

「
福
井
道
路
」
に
約
３
億
円
、
ま
た
、
一
般

国
道
55
号
「
阿
南
道
路
」
の
４
車
線
化
に
約

11
億
円
の
配
分
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
は
、
四
国
全
体
の
国
土
交

通
省
直
轄
事
業
予
算
の
約
18
パ
ー
セ
ン
ト
が

本
市
に
関
係
す
る
直
轄
事
業
に
投
入
さ
れ
て

い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
は
、

官
民
協
働
の
地
域
振
興
組
織
で
あ
る
「
那
賀

川
渇
水
対
策
協
議
会
」
や
「
阿
南
市
高
規
格

道
路
等
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
」
が
、
長
年

に
わ
た
り
国
等
へ
の
強
い
要
望
活
動
を
重
ね

て
き
た
こ
と
に
よ
る
大
き
な
成
果
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
国
が
行
う
事
業
に
よ
り
、
河

川
事
業
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
や

津
波
、
あ
る
い
は
台
風
や
豪
雨
の
自
然
災
害

に
備
え
、
人
命
・
財
産
の
安
全
性
を
高
め
る

と
と
も
に
、
道
路
事
業
で
は
、
高
速
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
整
備
に
よ
り
、「
ひ

と
・
も
の
」
の
交
流
が
促
進
さ
れ
る
「
活
力

の
道
」
と
な
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
災
害
時

の
緊
急
輸
送
道
路
や
救
急
医
療
に
お
け
る

「
命
の
道
」
と
な
る
べ
く
努
め
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
本
市
に
と
っ
て
は
、
地
方
創
生

の
実
現
に
向
け
た
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
今
後
も
国
土
交
通
省
を
は
じ

め
、
関
係
機
関
と
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨
部

分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
を
ご

覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
後
日
作

成
さ
れ
ま
す
市
議
会
会
議
録
は
市
立
図

書
館
等
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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サテライスオフィス誘致のモデル施設「あな
んスマート・ワークオフィス」が科学センタ
ー敷地内に完成しました。「地方でのシェア
オフィス」としての利用を提案することで、
本市へのサテライトオフィス誘致拡大をめざ
します。オフィスには会議室、コワーキング
スペースのほか、テラスが設けられています。
落成記念式典が５月19日に現地で行われ、
関係者約100人が参加。テープカットなどが
行われ、施設の門出を祝いました。

新しい働き方を提案
モデル施設が完成

ＹＭＣＡ阿南国際海洋センターで、開設50周年を記念し
た式典が５月12日に現地で開催され、関係者など約200人
が節目を祝いました。同センターは、昭和43年に日本で
最初の海洋型教育キャンプ場として開設され、80万人を
越える利用者が訪れ、ヨットやカヌーなどを通して海への
理解や海に親しむ心を育んでいます。式典で、大阪ＹＭＣ
Ａ総主事の小川健一郎さんは、「これからも学び合い、成
長し合う施設でありたい」とあいさつされました。

ＹＭＣＡ海洋センター　開設50周年を記念

ハンセン病回復者との交流会が５月30日にひまわり会館
で開催され、約100人が参加しハンセン病への理解を深め
ました。国立療養所大島青松園（高松市）で暮らす県出身
の回復者４人が自らの体験を語った後、現在の生活等につ
いて、参加者からの質問に答えるなど交流しました。県ハ
ンセン病支援協会会長の十川勝幸さんは「ハンセン病は感
染力の弱い病気で完治できる。回復者が自然体で交流でき
る社会が急がれている」と訴えました。

ハンセン病を正しく理解　交流会を開催

新野町の伝統文化や自然景観などを撮影した写真集「ふ
るさと新野」を、一ノ宮敬治さん（新野町・77歳）が
製作し発刊しました。写真集はカラー60ページで、一
ノ宮さんが平成27年から撮りためた約350枚の写真を掲
載した力作。150冊製作し、町内の中学生や幼稚園児な
ど子どもたちに配布しました。一ノ宮さんは「生まれ育
った町の姿を記録に残すことができた」と感無量のよう
す。写真集は、新野公民館でご覧いただけます。

町の文化や自然を記録　写真集を発刊
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各地を巡り俳句を使って楽しい言葉遊びをする
番組「俳句王国がゆく」の公開収録が６月16
日に文化会館で行われました。タレントのＵ字
工事の司会のもと、俳人の夏井いつきさんや本
市出身で野球解説者の水野雄仁さんなどが当意
即妙の俳句を披露。詰め掛けた約600人の観覧
者は、楽しい一時を過ごしました。収録された
内容は、ＮＨＫＥテレで７月15日㈰14:30～
15:29放送予定です。ぜひ、ご覧ください。

５・７・５で　楽しい言葉遊び
ＮＨＫ番組「俳句王国がゆく」公開収録

「阿南市電子図書館」の利用方法説明会が、６月
３日に那賀川図書館で開催されました。電子図書
館は、図書館に足を運ばなくてもインターネット
環境があれば、24時間いつでもどこからでも電
子書籍を借りることができ、借りた書籍は貸出期
限がくると自動的に返却されます。説明会では、
パソコンやスマートフォンを使って電子図書館の使
い方を解説しました。阿南市電子図書館では
5,580冊の電子図書が借りられます。（６月６日現在）

使って便利　電子図書館
利用方法説明会を開催

竹で楽器を作るワークショップが６月９日に文化会館であ
り、参加者７人が竹の切り口をたたいて鳴らす楽器「マウ
イ」作りに取り組みました。市特産の竹を生かして地域振
興を図ろうと文化会館が主催。竹楽器を演奏する団体「東
京楽竹団」の団員らから指導を受け、竹の長さをノコギリ
やヤスリを使って調整し、音程を合わせました。参加者は、
９月17日㈷に夢ホールで開かれる東京楽竹団の演奏会に
出演し、竹楽器での演奏を披露します。

 
演奏会出演に向け　竹で楽器作り

台湾社会人野球チームと徳島インディゴソ
ックスとの国際親善試合などを行う「台湾
ベースボールフェスティバル」を６月８日
から10日にＪＡアグリあなんスタジアム
などで開催し、約1,500人の観客が、国際
スポーツとくしま親善大使の張　泰山選手
などに大きな声援を送りました。東京オリ
ンピックをめざす台湾野球チームの直前キ
ャンプ地誘致に向けた一環として実施。施
設を視察した台湾野球協会の林　華偉副理
事長に「施設は問題ない。キャンプ地とし
て真剣に検討するよう伝える」と高く評価

台湾ベースボールフェス
迫力あるプレーに歓声

していただきました。また、元プロ野球選手でオリンピック金メダリストの広澤克実さんによる野球教室や、台
湾文化に触れてもらう催しなどを行いました。（写真左から、林　華偉副理事長、飯泉知事、張　泰山選手、岩
浅市長、徳島インディゴソックスの南　啓介球団代表）
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阿
南
市
春
季
短
歌
誌
上
大
会 

選

短
　
歌

市
長
賞　
　
　
　
　

 

鹿
島
壽
美
子

辞
書
を
引
く
手
に
老
斑
の
く
っ
き
り
と
星
座
み
た
い

に
連
な
り
て
い
る

文
化
振
興
課
長
賞　

 

中
山　

芳
子

看
護
士
に
肩
を
さ
す
ら
れ
励
ま
さ
れ
二
度
目
の
カ
メ

ラ
胃
に
辿
り
つ
く

大
会
長
賞　
　
　
　

 
佐
々
木
夫
美

炊
き
た
て
の
御
飯
の
湯
気
に
お
茶
の
湯
気
位
牌
に
た

ち
て
今
日
の
は
じ
ま
り

中
学
生
の
部

福
井
中
学
校 

　
　
　

井
坂　
　

翔

春
の
日
は
川
辺
に
幾
多
の
蕗
の
と
う
緑
に
包
ま
れ
芽

花
が
の
ぞ
く

 

　
　
　
　
　

長
谷　

春
奈

や
わ
ら
か
な
春
の
日
射
し
に
照
ら
さ
れ
て
新
し
い
道

を
歩
き
始
め
る

 

　
　
　
　
　
　

岩
佐　

彩
吹

春
風
に
吹
か
れ
て
な
び
く
桜
木
は
み
ん
な
を
応
援
チ

ア
リ
ー
ダ
ー
だ

新
野
中
学
校 

石
澤　

美
月

平
昌
の
宙
を
舞
っ
て
く
選
手
達
勇
気
を
も
ら
う
受
験

シ
ー
ズ
ン

 

　
　
　
　
　
　

大
下　
　

和

十
四
日
男
子
が
そ
わ
そ
わ
す
る
頃
に
私
は
女
子
に
友

チ
ョ
コ
あ
げ
る

 

　
　
　
　
　
　

陶
久　

ゆ
ら

花
の
色
白
い
着
物
で
隠
れ
て
は
春
ま
で
待
て
と
身
を

包
む
な
り

 

　
　
　
　
　
　
　
　

久
米
未
奈
子

気
付
い
た
ら
視
線
の
先
に
キ
ミ
が
い
て
よ
う
や
く
気

付
く
キ
ミ
へ
の
想
い

 

　
　
　
　
　
　
　
　

中
島　

真
歩

リ
ビ
ン
グ
で
テ
レ
ビ
に
張
り
付
き
見
る
五
輪
リ
ン
ク

に
立
つ
は
愛
し
の
王
子

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

河
内　

順
子

プ
ー
ド
ル
の
伴
走
つ
つ
じ
咲
く
路
を

峰　
　

敏
勝

親
子
と
は
仕
草
も
似
た
り
夏
燕

　
　
　
　
　
　
　
　

神
原　

鹿
山

謝
罪
す
る
違
反
の
選
手
夏
兆
す

　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　
　

慧

新
緑
に
往
時
を
偲
ぶ
旧
家
跡

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

千
香

新
緑
や
そ
れ
ぞ
れ
個
性
山
の
景

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野　

極
童

た
か
ん
な
や
一
日
見
ぬ
間
の
背
の
𠀋

　
　
　
　
　
　
　
　

谷
中　

紫
扇

主
な
き
筍
山
の
地
の
力

　
　
　
　
　
　
　
　

島　
　

玲
子

老
鶯
や
藍
墨
の
文
匂
い
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
繁
た
だ
し

父
親
の
威
厳
失
せ
た
り
蛇
小
さ
き

土
肥
つ
や
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移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
 5日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
11日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 14:50～15:20
12日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30

　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00
13日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30

　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30
19日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30

大 潟 分 館 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
20日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中 央 病 院 阿 南 荘 前 13:30～14:00
琴 江 荘 前 14:00～14:30
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

26日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

７月の巡回日程

問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ

那賀川図書館　☎	42－3111ＦＡＸ	42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◎ボランティアピアノ演奏
（第１～第３土曜日）10:00～〔約10分間〕
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　14日㈯　8：30～10：00
　※雨天の場合は22日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館　☎	44－2100ＦＡＸ	44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～14:30

阿 南 図 書 館　☎	23－2020ＦＡＸ	23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第１～第４木曜日）　10:30～11:00

阿南市立図書館だより
７月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

阿 南 図 書 館
9:00～18:00
土日は17:00まで

☆ 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00～18:00 ☆ 休 ◎ ☆ 休 ◎

◆ ☆ 休 休 ◎
● ■ 休 ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00～18:00 休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 ☆ 休 休

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　	◎…ボランティアピアノ演奏　◆…阿波公方の苑美化作業

夏休み期間中の特別貸し出し図書について
図書館では夏休みの宿題に役立つ本を取りそろえて、皆さん
を待っています。ただし、これらの本は人気が集中しますの
で、下記の期間中は特別ルールで貸し出しを行います。
夏休みの本　特別ルール〈７月１日㈰～８月30日㈭〉

貸出冊数 貸出期間 予約できる冊数
課題図書

（小学校～高校）
１人１冊まで

（３館あわせて）
１週間

（延長不可）
１人１冊まで

（３館あわせて）

自由研究・工作
などの宿題用図書

１人10冊まで
（３館あわせて）

１週間
（延長不可）

１人10冊まで
（３館あわせて）

那賀川図書館発！ 夏休みのイベント
●親と子の読書感想文教室
　読書感想文の書き方をわかりやすく説明します。
　　日時　７月21日㈯　10:30～12:00
　　対象　小学生（全学年）と保護者
　　講師　小倉泰夫さん（元県学校図書館協議会副会長）
　　持参物　筆記用具
■親子で楽しむ人形劇
　　日時　７月22日㈰　14:00～15:00
　　内容　人形劇「ヘンゼルとグレーテル」　ほか

入場無料
申込不要

25　広報 あ な ん 2018.07



健康いきいき情報

かもだ岬温泉保養施設

問	かもだ岬温泉保養施設
（☎21－3030）へ

【７月の休館日】
2日㈪、9日㈪、17日㈫、23日㈪、
30日㈪
※26日㈭は風呂（ふろ）の日です。
		一般入浴料半額

熱中症を予防しましょう
熱中症の発生は７～８月がピークですが、
適切な予防をすれば防ぐことができます。
自身の体調変化に注意するとともに、周り
の人にも気を配り、熱中症による健康被害
を防ぎましょう。
予防のポイント
・こまめな水分、塩分の補給
・涼しい服装
・外出時は日傘や帽子を着用
・扇風機やエアコンを使った室内の温度調

整
このようなことにも注意が必要
・暑さの感じ方は人によって異なります。

高齢者は特に注意を！暑さに対する体の
調整機能が低下しています。高齢者や子
どもは周囲の人が見守って、みんなで協力
して熱中症予防を呼びかけあいましょう。

・節電を意識するあまり、熱中症予防を忘
れないように。

認知症カフェのご案内
●ほっこりカフェin橘
日時　７月14日㈯　13:30～15:30
場所　橘公民館
●ほっこりカフェin桑野
日時　８月４日㈯　13:30～15:30
場所　桑野公民館
〈共通事項〉
内容　認知症の人と家族の会の方を囲んで

～悩みや疑問についての相談会～
申込方法　下記まで申込。※参加費無料
問 中部高齢者お世話センター
　 （☎23－3728）へ

保健センターからのお知らせ

問	保健センター（☎22－1590）へ

「胃がんゼロのまち」をめざして
～今年度から、中学生ピロリ菌検査（無料）

事業を実施します～

ピロリ菌検査の意義
近年胃がんの発症は、80％がピロリ菌感
染によるものであり「胃がんは感染症」と
いわれています。
ピロリ菌は、５歳ぐらいまでに感染し、そ
の感染源は、家族等からの感染（家族内感
染）が約80％を占めています。口からの
経口感染で、一度感染すると胃の中にずっ
と住み続けます。
ピロリ菌がいることが分かれば除菌（服
薬）を行うことで、胃炎や胃潰瘍、そして
胃がんを予防することが期待できます。そ
の効果は、感染期間が短いほど高くなるこ
とが明らかになっています。
また、子どもの感染は、その家族（保護者
等）が感染している可能性が高いことから、
家族のピロリ菌感染を見つけることができ
る機会にもなります。これらを踏まえ、市
内に住所を有する中学３年生を対象にピロ
リ菌の検査を実施することとしました。
検査の対象　市内に住所を有する

中学３年生
検査の内容　尿検査
検査費用　無料
検査の流れ　ピロリ菌検査の希望調査書を

郵送。
　　　　　⬇
ピロリ菌検査（尿検査）実施。

血糖検査・糖尿病講演会
阿南健康づくりセンターでの初めての講演
会です。無料の血糖検査や各種相談コーナ
ーもあります。ぜひ、ご参加ください。
日時　７月24日㈫　13:30～16:00
場所　阿南健康づくりセンター２階
演題　「血糖値について知ろう！」
講師　阿南天満クリニック　糖尿病専門医　

天満　仁さん、天満病院　管理栄養
士　廣澤三智子さん、阿南天満クリ
ニック  理学療法士  平澤小百合さん

※入場無料、要予約。先着80人・予約先：
保健センター

阿波踊り体操教室
日時　７月６日㈮　10:00～11:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、健康手帳（無い

方は交付します）

 献血にご協力ください（７月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

11日㈬

南 部 テ ク ノ
ス ク ー ル

桑野町

10:00～11:00

阿 南 農 業
協 同 組 合
（アグリあなん）

11:50～12:40

※ 400ml 献血のみの実施です。
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

特定不妊治療費助成事業
少子化対策の一環として、特定不妊治療を
受けられた夫婦に対して治療費の一部を助
成しています。
対象者
次の要件を全てみたしていること
・法律上婚姻している夫婦であること
・治療開始時に、夫婦が1年以上阿南市に

住所を有していること
・徳島県の特定不妊治療費助成に係る事業

の交付決定を受けていること
対象となる治療
徳島県が指定した医療機関において行う特
定不妊治療（体外受精・顕微授精）
助成の額および回数
１回につき10万円を限度に、通算６回まで
申請等
助成を受けようとする方は、保健センター
までお問い合わせください。

食中毒を防ぐ６つのポイント
～食品の購入から食べるまでの過程で予防
の原則を実践～
①買い物
消費期限を確認する。肉や魚は汁が他の食
品に付かないように分けて袋に入れる。
②家庭での保存
冷蔵や冷凍の必要な食品は、すぐに冷蔵庫
や冷凍庫に保管する。肉などは、取り扱う
前と後に必ず手を洗う。
③下準備
調理の前に石けんで丁寧に手を洗う。食材
を流水できれいに洗う。冷凍食品の解凍は
自然解凍を避ける。使用後の調理器具は洗
った後、熱湯をかけて殺菌する。
④調理
調理の前に手を洗う。肉や魚は十分に加熱。
中心部を75℃で１分間以上の加熱が目安。
⑤食事
食べる前に石けんで手を洗う。
清潔な食器を使う。
⑥残った食品
清潔な容器に保存する。
温め直すときも十分に加熱する。
時間が経ちすぎたものは思い切って捨てる。
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７月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で施
設を開放して育児支援を行っています。

 4日㈬　BPプログラム
　　　  「赤ちゃんがきた①」※要申込み
　　　  （４回連続講座）
※初めてのお子さん（２～５カ月）が対象
 5日㈭　七夕飾りを作ろう
11日㈬　BPプログラム
　　　  「赤ちゃんがきた②」
12日㈭　リトピュアリトミック
　　　  ※要申込み（先着15組）
18日㈬　BPプログラム
　　　  「赤ちゃんがきた③」
19日㈭　おはなしのポケット・身体計測
25日㈬　BPプログラム
　　　  「赤ちゃんがきた④」
26日㈭　お誕生会
※毎週火、木曜日に園庭開放をしています。
（11:00～11:45）

にこにこひろば ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日 8:30～12:00
 14:00～15:30

 3日㈫　七夕飾りを作ろう
10日㈫　水遊びおもちゃを作ろう
12日㈭　おはなしたんぽぽさんによる読

み聞かせ
17日㈫　おはなしだいすき
19日㈭　子育て講座
24日㈫　水遊びで楽しもう！
※水着か水遊び用Ｔシャツと紙おしめ、タ

オル、着替え、ビニール袋などの準備を
お願いします。

31日㈫　お誕生会

ふれあいひろば ☎28−1725

橘こどもセンター　 平日 9:00～14:00

 3日㈫　七夕まつり会
10日㈫　おはなしのポケット
12日㈭　プール遊び（9:00～12:00)
17日㈫　育て講座
19日㈭　プール遊び
24日㈫　プール遊び
26日㈭　プール遊び
31日㈫　お誕生会
※プール遊びには着替えやタオルの準備を

お願いします。
※行事は10:30～始まります。

なかよしひろば ☎21−2002

平島こどもセンター 平日 9:00～14:00

 3日㈫　七夕飾りを作ろう
 9日㈪　助産師による子育て講座

　「乳幼児の救急対策」（10:20～11:30）
　　　  講師：小島泰代さん
17日㈫　お話を聞こう
24日㈫　水遊びをしよう
31日㈫　お誕生会
◇うたって遊ぼう
　６日㈮、13日㈮、20日㈮、27日㈮

みんなのひろば ☎44−5059

岩脇こどもセンター
平日 9:00～14:00（お弁当タイム11:45～）

赤ちゃんは、“胎内”にいる時から、周
りの人の優しい言葉かけに大きな影響を
受けているという話を聞きます。そして
生まれてきた赤ちゃんにも、優しく多く
の言葉で、くり返し語りかけることで、
自然に多くの優しい言葉を覚えていくよ
うになります。
また、抱っこをしたり話しかけたり、一
緒に遊んだりすることで、子どもは親の
愛情をしっかり受け取って相手を思いや
る心が育っていくといわれます。どの親
も、人を思いやって労わることができる
優しい子に育ってほしいというのが親心
だと思います。
優しい子どもを育てるには、とにかく愛
情を注いであげることが一番です。
どこにいても、どんな状況でも見守って
くれる人がいるという安心感で、子ども
は心に余裕ができるのかもしれません。
子どもの話をしっかりと聞き、コミュニ
ケーションをとることはとても大切なの
ですね。 学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ
− 子どもへの声かけ −

（※＝要予約）

 2日㈪　阿波踊り体験教室
 6日㈮　高齢者とのふれあい会※
 7日㈯　おひさままつり※
 9日㈪　発育計測
13日㈮　乳幼児心肺蘇生法AED講習会
17日㈫　発育計測
18日㈬　ミュージックケアー（乳児）※
19日㈭　陽子さんと英語であそぼう
20日㈮　ミュージックケアー（幼児）※
25日㈬　お誕生会
27日㈮　おはなしコロリン
※行事によっては有料・申込み制となります

ので、くわしくはお問い合わせください。
問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば
平日9:00～16:00

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　11日㈬　桑野公民館
　　　18日㈬　加茂谷公民館
　　　25日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは

３日㈫、６日㈮、10日㈫、17日㈫、
20日㈮、24日㈫

問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・
すくすくin阿南

●お金の健診‼（予約制）
「今日からできる貯め方増やし方」研修会
ファイナンシャルプランナーからそれぞれ
の年代にあった生活プランの立て方を学び
せんか。キッズコーナーも準備しています。
日時　７月12日㈭　10:00～12:00
場所　ひまわり会館　 21世紀室　
参加費　無料
※要申込み、個別相談・お子さま連れの方
●ウエルカム阿南交流会

「阿南に引っ越してきました…」
ウエルカム阿南は転入者のための交流会で
す。お友達作りや地域の情報交換などがで
き、保健師さんによる計測も行っています。
妊婦さんもお気軽にご参加ください。
日時　７月19日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館　すこやかルーム
問 阿南ファミリー・サポート・センター
　 （☎24－5550）へ

阿南ファミリー・サポート・センター

初めて赤ちゃんを育てているお母さん集ま
れ～♪
日時　７月４日㈬、11日㈬、18日㈬、　
　　　25日㈬   各回10:00～12:00
　　　（４回連続講座）※要申込み　　
場所　今津こどもセンター内
　　　にこにこひろば
対象　平成30年１月５日～５月３日生ま

れの初めてのお子さんとお母さん
※講座初回時に、２～５カ月児のお子さん

が対象
定員　先着12組　
※５組未満の場合は中止となります。
参加費　無料　
申込締切日　７月２日㈪
問 こども課
　 （☎22－1593・FAX23－4200）へ

親子の絆づくりプログラム
“赤ちゃんがきた！”（BPプログラム）

阿南市内の児童クラブで勤務していただけ
る方を募集します。
勤務していただける方を登録し、欠員の出
たクラブにおいて面接等を行い、任用します。
※賃金や勤務時間は、各児童クラブによっ

て異なります。
勤務先　阿南市内児童クラブ
応募方法　履歴書（市販のものに自筆・写

真添付）をこども課へ提出して
ください。

試験内容　面接試験
※児童クラブで面接となります。
問 こども課（☎22－1593）へ

児童クラブ支援員募集

➡

て ひ ろば育子
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夏休みバウンドテニス教室
参加者募集
対象　小学生から大人までどなたでも。
　　　２日間とも参加できる方。
※小学３年生以下は保護者同伴
日程　
▶Ａコース　７月27日㈮、８月１日㈬
▶Ｂコース　８月22日㈬、24日㈮
時間　10:00～12:00
場所　スポーツ総合センター（サンアリーナ）
定員　20人程度（先着順）
参加費　200円（保険料）
持参物　体育館シューズ、飲み物、タオル
申込方法　７月22日㈰までに氏名、年齢

（学年）、電話番号、コースの別
（Ａ・Ｂ・ＡＢ）を記入し、は
がきで下記までお申し込みくだ
さい。

問 〒774-0012　七見町下川田100番地1
スポーツ総合センター内　サンアリー
ナスポーツクラブバウンドテニス　
バウンドテニス教室係（☎22－2300）
へ

「四国の右下観光局」は
宣言します！

「四国の右下」とも呼ばれる県南部には、
自然、伝統文化、食材など、国内外に誇れ
るすばらしい宝物が随所に存在します。
ま た、「 ワ ー ル ド マ ス タ ー ズ ゲ ー ム ズ
2021関西」では、県南部でも競技が実施
されることが決定しており、地域の魅力を
国内外にアピールする千載一遇のチャンス
が巡ってきています。
１つ１つの地域は小さくても、個性豊かな
地域が連携することにより、多くの方を受
け入れられる、魅力的な目的地となります。
そんな観光地域づくりの「舵取り役」が、
私たち「四国の右下観光局」です。
私たちは、皆さんといっしょに地域の観光
資源に一層の磨きをかけ､「観光」で県南
部に「仕事」を生み出し、将来も子どもた
ちが地域で住み続けることができる“持続
可能なまちづくり” をめざします。
●私たちに期待してほしいこと
⑴　皆さんの観光地域づくりのお手伝いを

します
⑵　四国の右下の魅力を国内外に発信しま

す
⑶　多くの観光客を四国の右下に呼び込み

ます
⑷　四国の右下での観光客による消費を促

します

問 一般社団法人　四国の右下観光局
　 （☎0884－70－5880）へ

「更生保護」ってなぁに？
地域との連携・協働活動シン
ポジウム 

「更生保護」とは、非行や犯罪に陥った人
たちが、再び社会の一員として、立ち直る
のを支援しようという制度です。更生保護
への理解と協力を得るための運動を展開し
つつ、広く社会の方々に更生保護の心を伝
え、地域に更生保護の土壌を創りあげるた
めに活動しています。
日時　７月12日㈭　13:00～15:00
場所　夢ホール（文化会館）
内容　パネルディスカッション
コーディネーター　岡山理科大学非常勤講

師　市場恵子さん
パネラー　ＮＰＯ法人再非行防止サポート

センター愛知理事長　高坂朝人
さん、徳島保護観察所総括保護
観察官　東山和憲さん、阿南ひ
まわり更生保護女性会会長　渡
辺純子さん

※申込不要、入場無料

問 阿南ひまわり更生保護女性会
　 （☎090－3185－4875）へ

杜のホスピタル 
トリオコンサート 
日時　７月14日㈭　14:00～
場所　杜のホスピタルＯＴホール
出演　鈴江早都子（フルート）、五藤千奈

（オーボエ）、新城鈴子（ピアノ）
演奏曲　アラ・ホーンパイプ、ブルジョワ

組曲ほか
※入場無料
問 杜のホスピタル　リハビリテーション課
　 （☎22－0218）へ

H
は

AH
は

Aは クラブ
潮風に吹かれながら、山道を歩きながら、
カヌーに乗りながら、お子さんもお母さん
も心をくつろがせて子育てや自然遊びの楽
しみを味わいましょう。
対象　０～３歳までのお子さんとその親
参加費　１回　 1,890円
定員　15組
※年間申込みもあります。
日程　７月17日㈫、９月11日㈫、９月29

日㈯～30日㈰（ファミリーキャン
プ）、10月16日㈫、11月20日㈫、
12月18日㈫、平成31年２月19日
㈫、３月19日㈫　

時間　10:00～14:00
（お昼頃お弁当タイム）

場所　ちいさなおうち
（徳島市大原町小神子）

問 HAHA はクラブ（☎24－9201）へ

あなんで映画をみよう会 夏例会 
開催日　７月29日㈰　
場所　夢ホール（文化会館）
●「8年越しの花嫁」

出演　佐藤　健、土屋太鳳ほか
①10:30～12:30　 ②14:50～16:50

●「コスタリカの奇跡」
 ドキュメンタリー映画
①13:00～14:30

入場料　▶前売り　いずれか１本を見る場
合は 1,000円、 両方見る場合は
1,800円

▶当日　一般・大学生1,300円、
セニヤ1,100円、 小中高生・障
がいのある方500円

チケット販売場所　文化会館、市民会館、
情報文化センター、平
惣書店（センター店、
羽ノ浦店、徳島店）、
中富書店、フジグラン
阿南、アピカ

問 あなんで映画をみよう会
　 （☎090－2788－5465）へ

阿南工業高等専門学校
公開講座「コマ実験セットを
使った品質工学　（パラメー
タ設計）講座」受講者募集
日時　９月１日㈯　13:00～17:00
場所　阿南高専　機械棟２階　製図室
対象　一般の方
定員　６人
受講料　5,400円
申込方法　申込期間になりましたら、電話

で受講予約をしてください。
申込期間　７月17日㈫～27日㈮
問 阿南工業高等専門学校　総務課企画情報

係（☎23－7215）へ
※土、日曜日を除く8:30～17:00

親子で通う里海ようちえん
「こみこ」 

お母さんもお子さんも気軽に定期的に足を
運べる息抜きスペース。３歳までの毎日は
変化の連続。自然の中でのんびりたっぷり
心を開放しませんか。
対象　０～３歳までのお子さんとその親
日時　７月10日㈫、19日㈭　定員　10組

9:45～13:30
※お昼頃お弁当タイム
場所　ちいさなおうち（徳島市大原町小神子）
参加費　１回1,000円
問 親子で通う里海ようちえん「こみこ」
　 （☎24－9201）へ

市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。９月号の締め切りは７月31日㈫です。
メールアドレス　hisho@anan.i-tokushima.jp

スタジオMパート２
第28回ジャズダンス公演 
ジャズやミュージカル曲、ディズニーなど
中心にステージいっぱいダンスで盛り上げ
ます。幅広い世代の人たちが楽しめる内容
です
日時　７月15日㈰　14:00～（開場13:30）
場所　市民会館　大ホール
料金　前売り　999円
　　　※当日は300円増し　

問 井利元（☎090－1579－0490）へ

愛されて40年
「100万回生きたねこ」
佐野洋子の世界展 
絵本作家・佐野洋子（1938－2010年）は、
ファンタジーの中に人間への鋭い観察と洞
察を込めた深みのある作品で、絵本の世界
に独自の存在感を放ち、エッセイストとし
ても人気を集めました。 ロングセラー

「100万回生きたねこ」など絵本の原画や
版画作品など約130点で佐野洋子のユニー
クで豊かな世界を紹介します。
会期　７月14日㈯～９月２日㈰　
※休館日は毎週月曜日（７月16日㈷、８

月13日㈪は開館)、７月17日㈫
場所　徳島県立近代美術館
観覧料　一般 1,000（800）円

高校生 500（400）円
小・中学生 300（200）円

※（　）内は前売り、団体（20 人以上）等
の場合

※障がい者と介助者１人は観覧料が無料に
なります。

※特別展の観覧料で所蔵作品展もご覧いた
だけます。

※前売り券は、小山助学館本展、附家全店、
平惣全店、宮脇書店鴨島店、エアトラベ
ル徳島、徳島新聞社事業部で販売してい
ます。徳島新聞各販売店でも取り扱いま
す。

問 徳島県立近代美術館
　 （☎088－668－1088）へ

遺言・相続・成年後見制度相談会
日時　７月14日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する無料相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
（☎088－679－4440）　
※土、日曜日は地域会員　花野

（☎090－3787－0305）へ

「駅前労働相談会」を開催 
解雇や賃金未払い、パワハラ、配転拒否な
どの労使間トラブルについて、徳島県労働
委員会委員が解決のためのアドバイスをし
ます。
日時　７月22日㈰　13:00～16:30
　　　（受付は12:45～16:00）
場所　シビックセンター４階
　　　（アミコビル内)
相談料　無料
申込方法　事前予約優先

（７月20日㈮15:00まで）
問 徳島県労働委員会事務局（☎088－621

－3234・FAX088－621－2889）へ

収入保険がはじまります
新しくスタートする収入保険では、農業者
ごとの収入減少を総合的に補てんする新た
なセーフティネットとして、平成31年１
月から実施されます。
自然災害による収量減少だけでなく、価格
低下なども含めた収入減少を補てんする仕
組みとなっており、青色申告を行っている
農業者を対象としています。
農産物ならどのような品目でも対象となり、
農業者ごとの平均収入の８割以上の収入が
確保されます。
問 徳島県農業共済組合本所

（☎0886－22－7731）または
南部支所（☎21－1050）へ

労働保険の年度更新のお知らせ
平成30年度の労働保険の年度更新手続き
は、お済みでしょうか。まだ手続きがお済
みでない事業主の方は、７月10日㈫が申
告・納付期限となっていますので、すみや
かに申告・納付されますようお願いします。
※くわしくは、お問い合わせください。

問 徳島労働局　労働保険徴収室
　 （☎088－652－9143）へ

親子でヨガ教室
最近流行の「ヨガ」がサンアリーナにやっ
てきました。お子さんと一緒に簡単な動き
から「ヨガ」を体験してみませんか。心も
体も元気になりましょう。
日時　７月29日㈰　10:00～10:45

11:00～11:45
場所　サンアリーナ（スポーツ総合センター）
対象　保護者（18歳以上）、子ども（年長

～小学６年生）
定員　各クラス10組（１組は保護者１人

につき子ども１人）
参加費　１組800円
申込方法　７月３日㈫10:00から受付を開

始します。下記窓口までお越し
いただくか、電話でお申し込み
ください。定員に達し次第締め
切ります。

問 七見町下川田100番地１　サンアリーナ
温水プール（☎22－8733）へ

日本将棋連盟
那賀川支部
会員募集
ひまわり会館で将棋好きの仲間と楽しく将
棋を指しています。 将棋を通して楽しく
交流ができればと思っています。将棋が好
きな方やこれを機に初めてみたい方はお気
軽にお問い合わせください。
初心者歓迎します。駒の動かし方・ルール
指導します。
日時　７月14日㈯、28日㈯　
　　　12:00～17:00
場所　ひまわり会館
対象　青少年から高齢者の方まで、性別年

齢を問いません。

問 日本将棋連盟那賀川支部
　 （☎090－6888－5686）へ

第 9 回
サマーダンス
フェスティバル
日時　７月８日㈰　12:00～16:00
場所　文化会館　視聴覚室
会費　1,000円
※新野祥司さん来場。男女学生パートナー

同行。ゴーゴーファミリーズ出演。タカ
ダンスファッション出店。

問 マドンナダンスクラブ　吉田
　 （☎27－0154）へ

試　験　名 受付期間 第１次
試験日

刑務官
●インターネット
　７月17日㈫～

26日㈭　
●郵送または持参
　７月17日㈫～

19日㈭　

９月16日㈰

海上保安学校学生

９月23日㈷
皇宮護衛官
（高卒程度試験）

入国警備官

航空保安大学校学生

※くわしくはお問い合わせください。
問 人事院四国事務局第二課試験係
　 （☎087－880－7442）へ

平成30年度
国家公務員採用試験 （７月受付分）

29　広報 あ な ん 2018.07



市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

あなんテレワーク
推進センター
イベント情報！
女性の活躍推進に向けて「あなんテレワー
ク推進センター」では毎月楽しいイベント
を開催しています。ぜひご参加ください！
日程　
▶７月６日㈮　10:30～12:30（２時間）
「ペライチ」で誰でも簡単！ホームペー
ジ制作

※外部講師を招いて開催する特別イベント
です。

「ペライチ」とは無料でホームページ作
成ができるサービスです。テンプレート
が選べるので、誰でも簡単にプロ並みの
本格的なホームページやランディングペ
ージを作ることができます！自分のホー
ムページを作りたい、簡単な作り方を知
りたい方におすすめです。

▶７月18日㈬　10:30～12:00
（１時間30分） 

クラウドソーシングサイトを始めてみよう
自宅にいながらお仕事の受発注ができる
クラウドソーシングサービスについて学
びましょう。クラウドソーシングについ
て知らない方も安心！ 1人ではよくわか
らなくて不安な会員登録からお仕事の選
び方のコツまで丁寧にお伝えします。

対象・定員　市内在住の女性、各８組程度
場所　牛岐城趾公園管理事務所2階（富岡

町トノ町24番地21） 
※お車でお越しの際は市役所の駐車場をご

利用ください。
持参物　パソコン（２台までレンタル PC

があります）
参加費　無料
申込方法　電話、ファクスまたはメールで、
氏名、年齢、電話番号、希望日、お子さま
連れの場合はお子さまの年齢、レンタルパ
ソコンが必要な方はその旨をご記入の上、
お申し込みください。
問 あなんテレワーク推進センター（テレワ

ークひろば）（☎・FAX24－8009）へ
e-mail:anan@child-rin-tokushima.com
※開館は月、水、金曜日10:00～15:00（祝

日を除く）

サマーフェスタ2018海上自衛隊
小松島航空基地一般公開 
日時　７月15日㈰　9:00～15:00
場所　海上自衛隊小松島航空基地
　　　（小松島市和田島町）
内容　航空機展示飛行、消防車体験搭乗、

支援船体験航海、航空機・消防車・
救命装備品等展示、基地内見学ツア
ー、鮎のつかみ取りほか

※入場無料、申込不要
問 海上自衛隊自衛隊第24航空隊
　 （☎0885－37－2111内線204）へ

Jパワー＆よんでん
Waンダーランドイベント
イベント開始時間　①11:00～②14:00～
●Wa ンダーランドの「サマーサイエンス

ショー」船田智史先生の「液体窒素で大
実験！」～巨大空気砲も登場～ 

あつーい夏に冷凍バラ体験してみよう！

▼７月16日㈷　対象　小学生程度
場所　Waンダーホール
●ふしぎ発見工作～電気っておもしろい～

▼７月29日㈰「炭電池懐中電灯を作ろう」
定員　各回25人
持参物　円柱タイプの500ml ペットボトル１本
●毎月第3日曜日は、サンデーイベント
　～夏休みの宿題をお手伝い～
定員　各回20人　
申込方法　お電話でご予約ください。
▶7月15日㈰「保冷剤でぷるるんアロマ」
持参物　ケーキなどについている保冷剤３

～４個、200ml くらいの空き瓶
▶８月19日㈰「ふしぎな貯金箱」
持参物　１リットル牛乳パック１本
問 J パワー＆よんでんWa ンダーランド
　 （☎34－3251）へ

第２回富岡公民館長杯
将棋大会参加者募集 
少年・少女棋士たちの参加をお待ちしています。
日時　７月29日㈰　10:00開会式
　　　（9:30～受付）
場所　富岡公民館
部門　①富岡公民館長杯（小学生～高校生・

高専生まで参加可）
②小学生初級者大会（小学生のみ参

加可・申込先着32人まで）
参加費　無料。昼食は各自ご用意ください。
午後からは大会ゲストのプロ棋士・女流棋
士２人による指導対局あり（無料・学生の
み対象）
※今大会は事前申し込みが必要です！
　参加申込方法
　１．富岡公民館に電話にて申し込む
 　　７月２日㈪から受付　☎22－1028
　２．メールで申し込む
 　先行受付中　tkh2shogi@yahoo.co.jp
申込締切日　７月27日㈮　17:00
※期間限定大会ブログ公開中
　http://tkh-2.blog.jp
 ブログからも参加申込みできます。
問 富岡公民館（☎22－1028）へ

ママと一緒に楽しい時間♪
子育てママの交流サロン
子育て中のママと赤ちゃん同士が仲良くな
れ、ホッとできるところです。
楽しく話をして情報交換をしましょう♪当
日お越しくださった方には親子写真をプレ
ゼントさせていただきます♪
日時　７月24日㈫　10:00～11:00
場所　ひまわり会館３階　ゆとりの間
対象　０～２歳のお子様とママ
参加料　無料　※要予約
問 子育てママの交流サロンの会　金光
　 （☎24－8710）へ

勤労青少年ホーム短期講座　
「プロに教わるおいしいアイス
コーヒーの入れ方」受講者募集
あなたの好きなコーヒーを探しませんか。
日時　７月26日㈭　19:00～21:00
場所　勤労青少年ホーム料理室
定員　12人
対象　市内に居住または職場を有する35

歳までの勤労青少年（学生を除く）
参加費　300円（コーヒーみやげ付き）
※当ホーム未登録者は、利用者協議会費

1,000円（年会費）が必要。
講師　コーヒーワークス　小原　博さん
申込締切日　７月19日㈭
問 勤労青少年ホーム（☎42－4572）へ
※受付時間は平日13:00～20:00

赤ちゃんもママも
笑顔になる
ベビーマッサージ
保育士によるべビマ♪筋肉の発達を促して、
運動機能を高めましょう♪
日時　７月４日㈬　10:00～11:00
場所　那賀川社会福祉会館２階　和室
内容　筋力UP すくすくべビマ
対象　生後２カ月～１歳頃までの親子
参加費　１回1,500円
持参物　バスタオル１枚　※要予約
問 ベビーマッサージ＆スキンケア教室

PLUS BABY　玉置
（☎090－2895－0224）へ

第６回手工芸品
チャリティマーケット 参加者募集 
ご本人の手作り品に限ります。両日ご参加
ください。 売り上げの一部をチャリティ
24にご寄付いただきます。
日時　８月25日㈯、26日㈰ 
　　　11:00～15:30
場所　文化会館　ホワイエ
参加費　１組1,000円　定員　15組（先着）
募集期間　 ７月１日㈰～24日㈫
●打ち合わせ会 
日時　８月４日㈯　10:30～12:00 
場所　文化会館
問 NPO法人夢ホール市民協議会
　 夢つくりあなん（☎23－5599）へ
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「ハンセン病回復者との交流会」に参加して、自らの体験を切々と語る回復者の姿に心を打たれました。「生きて故郷・阿南の地を踏むこと
ができて良かった」。ハンセン病を正しく理解し、広めたい。回復者が自然体で故郷に帰ることができる社会づくりのために。（谷内）
梅雨が明けたら、ひまわりが町を彩る季節がやってきます。7月のイベントといえば、海開き、七夕、夏祭り！ひまわりとともに明るく元
気な毎日を過ごしたいです。（久保）

編集室の

窓

日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

７月の相談

弁護士による法律相談（要予約） ５日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所１階　相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談委員による行政相談 10日㈫、24日㈫
時 9:30～11:30　所 市役所１階　相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談 27日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116
※予約不要。１人30分まで。先着４人限定。

空き家・空土地有効活用相談会 10日㈫
時 10:00～15:00　所 市役所１階　多目的スペース
問 徳島県宅地建物取引業協会阿南・海部支部　☎23−7408

または住宅・建築課　☎22−3431

消費生活相談 平日開館
時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

人権相談 20日㈮
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談 ２日㈪、９日㈪、23日㈪、30日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談 （要予約）
日 ３・10・17・24・31日　時 13:00～17:00
日 13・27日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室相談予約電話　☎22−0361

年金相談（要予約） 5 日㈭
時 9:30～15:30　所 市商工業振興センター
予 １カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088−652−1511
※８月の相談日はありません。

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
1日 松 﨑 内 科 医 院 中大野町 ☎23−5778
8日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313

15日 宮 本 病 院 羽ノ浦町 ☎44−4343
16日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313
22日 む ら か み 内 科 循 環 器 羽ノ浦町 ☎44−1010
29日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313

※必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してくださ
い。当日変更する場合があります。

●夜間（毎日）の当番　17：00～22：00
当番医療機関の問い合わせは　阿南市消防本部　☎22−1120
音声案内　☎22−9999まで
または阿南市医師会ホームページをご覧ください。
※必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してくださ

い。当日変更する場合があります。
●小児救急医療体制

24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

７月の夜間・休日診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00～17：00

７月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明
書、所得証明書、所得課税証明書、市・県民税公課証明書、
軽自動車税納税証明書の交付

（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・申告等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●市税の納付および分納等の納税相談

　税務課納税係（☎22−1792）へ

４日㈬、18日㈬　17:15～18:15

スポーツ施設７月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 2・9・17・23・30日
那賀川スポーツセンター 4・11・18・25日
羽ノ浦総合国民体育館 2・9・17・23・30日
羽ノ浦健康スポーツランド 2・9・17・23・30日
県南部健康運動公園 3・10・17・24・31日

特設人権相談 11日㈬
時 13:30～16:00　所 橘公民館、長生公民館
問 人権・男女参画課　☎22−3094

７月の市税
■固 定 資 産 税（第２期）
■国民健康保険税（第２期）
　納期限は、７月31日㈫です。納め忘れのないようにしましょう。

日曜相談窓口  29日㈰  8:30～17:00（市役所税務課納税係）

市税の納付および分納等の納税相談を受け付けています。
東玄関からお越しください。
※課税内容についてのご相談は平日開庁時間内に対応しています。
問い合わせは　税務課納税係（☎22−1792）へ

人口と世帯数

人　口　73,887 人 （−45）
（男）	35,746 人 （−39）
（女）	38,141 人 （−	 6）
世帯数　30,886世帯（＋19）
※平成30年５月末日現在カッコ内は前月対比

選挙人名簿登録者数

登録者数　62,456人
（男）	　29,958人
（女）	　32,498人

※平成30年６月１日現在

31　広報 あ な ん 2018.07



　

非
正
規
雇
用
や
期
間
雇
用
の
増
加
な
ど
厳

し
い
雇
用
状
況
や
家
族
・
地
域
の
つ
な
が
り

の
希
薄
化
と
い
っ
た
社
会
情
勢
の
中
、
社
会

で
孤
立
し
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
方
が
増

え
て
い
る
。

　

こ
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し
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自
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本
市
で
は
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成
27
年
４
月
に
「
あ
な
ん
パ

ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
を
開

設
し
、
生
活
困
窮
者
の
総
合
的
な
相
談
・
支
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行
っ
て
い
る
。
業
務
は
、
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社
団
法

人
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島
県
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者
福
祉
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会
に
委
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年
々
相
談
件
数
が
増
え
、
平
成
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年
度
の
総

相
談
件
数
は
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０
９
１
件
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の
ぼ
る
。
き
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こ
ま
か
な
相
談
・
支
援
で
県
域
ト
ッ
プ
の
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労
件
数
（
３
年
間
で
１
１
８
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と
な
っ
て

い
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同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
的
な
研
修
を
受

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

阿南ぶらりまち紀行 〜地域の輝き〜 第143回

の
１
日
も
早
い
就
労
を
支
援
。
ま
た
、「
面

接
に
必
要
な
マ
ナ
ー
が
わ
か
ら
な
い
」
な
ど

直
ち
に
就
労
が
困
難
な
方
に
は
、
そ
の
状
況

に
合
わ
せ
、
必
要
な
訓
練
を
行
う
な
ど
手
厚

く
サ
ポ
ー
ト
す
る
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「
失
業
や
病
気
な
ど
を
き
っ
か
け
に
生
活

苦
に
な
る
方
が
増
え
て
い
る
。
一
人
で
悩
ま

ず
に
相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
の
は
同
セ

ン
タ
ー
主
任
相
談
支
援
員
の
東
條
恭
子
さ
ん
。

「
支
え
合
う
こ
と
が
社
会
。
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
て
支
援
し
て
い
き
た
い
」
と
力
を

入
れ
て
い
る
。

相談を受け付ける

相談者の状況に合わせた就労支援を行なう
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け
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援
員

４
人
が
、
就
労
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生
活
に
不
安
の
あ

る
方
の
相
談
を
受

け
、
状
況
に
応
じ

た
支
援
プ
ラ
ン
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成
す
る
。
ハ
ロ

ー
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ク
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南
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ブ
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ん
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料
職
業
紹
介
所
な

ど
関
係
機
関
と
連

携
し
て
、
相
談
者

〒774-0030
富岡町玉塚21番地里美ビル１階
☎24−8754・FAX24−8764
e-mail:anan-psc@eco.ocn.ne.jp

相談日（事前にご連絡ください）
月～金曜日　8:30～17:15
定休日：土、日、祝日、年末年始

あなんパーソナル・
サポート・センター

フリーダイヤル

0120-928-764 相談無料
秘密厳守

県道130号（旧国道55号）

ろうきん●
●
Ｎ
Ｔ
Ｔ

　阿南
●市役所

あなんパーソナル・●
サポートセンター

阿
南
駅

広報 あ な ん 2018.07　32


